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巻頭言 
 
平成 29 年度精神保健研究所年報をお届けします。 
平成 29 年度は、センターの経営状況の逼迫から、研究所のあり方についても厳しい批判
の目が向けられることとなり、より効率的な組織運用を迫られることとなりました。10 月
1 日、伊藤弘人部長の退任に伴って、社会精神保健研究部を廃止し、その機能の一部を精
神保健計画研究部に移譲し、精神医療体制研究室を増設しました。一方、精神疾患病態研
究部を新設し、精神疾患の病態に正面から立ち向かう研究に着手しました。 
平成 29 年度も数多くの研究が行われ、英文原著 108 編、和文原著 24 編を数えます。そ
の中で一つ取り上げさせていただきます。精神生理部では、平成 25 年に皮膚細胞を用い
て「概日リズム睡眠-覚醒障害患者」の体内時計周期の異常を同定することに成功しました。
概日リズム睡眠-覚醒障害とは、生物時計の機能障害により睡眠時間帯を社会時刻に合わせ
ることができなくなる、生活に著しい支障が生じる難治性の睡眠障害です。平成 29 年度
は、その皮膚細胞を用いて測定された末梢時計周期が診断や治療反応性の予測に有用であ
ることを見出し、これらの功績に対して平成 29 年度ベルツ賞を受賞しました。 
精神保健研究所のミッションのもう一つの柱は、人材育成、普及活動です。平成 29 年度
も、発達書具合、摂食障害、自殺対策、司法精神医学、薬物依存症等、地域でのニーズが
高い領域に関して、計 15 回研修を実施し、全国から自治体職員、医療従事者等が延べ 801
名参加しました。とくに薬物依存研究部を中心に開発され、平成 28 年度より保険収載さ
れた「認知行動療法の手法を活用した薬物依存症に対する集団療法研修（SMARPP）」に
ついては、定員 100 名に対して応募者数が 197 名に達し、結果的に 127 名の受講者を受け
入れたこともありました。 
また、医療政策の分野でも貢献しています。これまで措置入院制度運用の地域間格差が
大きいことが取り上げられてきましたが、社会復帰研究部ではその要因について様々な調
査を通じて分析し、その研究成果に基づく提言内容に基づいて、標準的な運用手順を定め
た「措置入院の運用ガイドライン」が厚生労働省から発出されました。また、精神障害者
の地域移行の過程で、入院期間が長いばかりでなく、退院後 1年以内の再入院率が 40%と
きわめて高いことが精神保健計画研究部の調査の結果明らかとなり、退院後支援のあり方
について調査を行い、その研究成果をもとに「精神保健福祉法に基づいて入院した精神障
害者に対して自治体が実施可能な退院後支援の運用のあり方」が厚生労働省から発出され
ました。 
皆さまには、ぜひ本書を通じて精神保健研究所の研究及び社会的活動にお目を通してい
ただき、私どもに叱咤、激励を頂ければ幸いです。 

 
 

2018年 7月吉日 

   国立精神・神経医療研究センター 精神保健研究所 

                              所 長  中込 和幸 
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Ⅰ． 精神保健研究所の概要 

1．創立の趣旨及び沿革 

Ⅰ．創立の趣旨 

本研究所は，精神衛生に関する諸問題について，精神医学，心理学，社会学，社会福祉学，保健学

等各分野の専門家による学際的立場からの総合的，包括的な研究を行うとともに，国，地方公共団体，

病院等において精神衛生業務に従事する者に対する精神衛生全般にわたる知識，技術に関する研修を

行い，その資質の向上を図ることを目的として，昭和27年1月，アメリカのNIMHをモデルに厚生省の

付属機関として設立された． 

Ⅱ．精神衛生研究所の沿革 

昭和25年に精神衛生法が制定された際，国立精神衛生研究所を設立すべき旨の国会の附帯決議が採

択された．これを踏まえ，厚生省設置法及び厚生省組織規程の一部が改正され，昭和27年1月，千葉県

市川市に国立精神衛生研究所が設置された． 

研究所の規模について，当初，厚生省は，1課8部60名程度の組織を構想していたが，財政事情等に

より，総務課，心理学部，生理学形態学部，優生学部，児童精神衛生部及び社会学部の1課5部30名の

体制で発足した．また，附属病院をもつことの重要性は，当時から認識されていたが，病院の新設は

困難な情勢であったため，隣接する国立国府台病院と連携，協力することとされた． 

その後，知的障害に対する対策の確立が社会的に求められるようになったことを受け，昭和35年10

月1日，新たに精神薄弱部を設置するとともに既存の各部の再編と名称変更が行われた．この結果，研

究所の組織は，総務課，精神衛生部，児童精神衛生部，社会精神衛生部，精神身体病理部，精神薄弱

部及び優生部の1課6部となった． 

昭和36年には，国立精神衛生研究所組織細則が制定され，部課長のもとに心理研究室，生理研究室，

精神衛生相談室及び精神衛生研修室の4室が置かれた．それとともに，昭和35年1月から事実上行われ

ていた精神衛生技術者に対する研修業務が厚生省設置法上の業務として加えられて医学科，心理学科，

社会福祉学科及び精神衛生指導科の研修が開始されることとなり，研修業務が調査研究と並ぶ研究所

の重要な柱として正式に位置づけられることとなった． 

昭和40年には，地域精神医療，社会復帰対策の充実等を内容とする精神衛生法の大改正に伴い，社

会復帰部が新設されるとともに，新たに精神発達研究室及び主任研究官（3名）が置かれた．また，昭

和46年6月には，社会精神衛生部にソーシャルワーク研究室が設置された．さらに，昭和48年には，人

口の高齢化に伴って，痴呆性老人等いわゆる「恍惚の人」が社会問題化したのを背景に，老人精神衛

生部が，翌昭和49年には，同部に老化度研究室が新設された． 

昭和50年には，精神衛生に関する相談が精神障害者の社会復帰と深く関連することから，社会復帰

部を社会復帰相談部に改組，精神衛生相談室を同部に移管した．また，昭和53年12月には，社会復帰

相談庁舎が完成し，精神衛生相談をはじめとする精神障害者の社会復帰に関する研究体制が強化され

た．昭和54年には，研修各科の名称が医学課程，心理学課程，社会福祉学課程及び精神衛生指導課程
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に改称されるとともに，新たに精神科デイ・ケア課程が新設された．翌昭和55年には，研修庁舎が完

成し研修業務の一層の充実が図られた． 

Ⅲ．国立精神・神経センター精神保健研究所の設立 

国立精神衛生研究所は，このような着実な歩みをたどった後，昭和61年10月，国立武蔵療養所及び

同神経センターとともに国立高度専門医療センターとして発足した国立精神・神経センターに発展的

に統合された．ここに，国立精神・神経センター精神保健研究所は，国立高度専門医療センターの一

研究部門として，精神保健に関する研究及び研修を担うこととなった．その際組織改正により，総務

課が庶務課とされ，精神身体病理部と優生部が統合されて精神生理部とされたほか，精神保健計画部

及び薬物依存研究部が新設された．その結果，統合前の1課8部8室は，1課9部19室となり，研究・研修

機能の強化が図られた． 

半年後の昭和62年4月には，国立精神・神経センターに国立国府台病院が統合され，二病院二研究所

を擁する国立高度専門医療センターが本格的に活動を開始した．これに伴い，庶務課は廃止され，精

神・神経センター運営部（国府台地区）に研究所の事務部門（主幹，研究所事務係）が置かれた．ま

た，同年10月には，心身医学研究部の新設と精神保健計画部システム開発研究室の増設が認められ，

平成元年10月には，社会復帰相談部に援助技術研究室が設置された． 

さらに，平成11年4月には，精神薄弱部が知的障害部に名称変更されるとともに，薬物依存研究部が

組織改正により，心理社会研究室，依存性薬物研究室，診断治療開発研究室の3室編成となった． 

平成14年1月に精神保健研究所が創立50周年を迎え，創立50周年パーティの開催，記念誌の発行，公

開市民シンポジウムを行った． 

平成15年10月には司法精神医学研究部が新設され，3室体制で，研究員の増員も認められ，研究所の

組織は，11部27室体制（精神保健研修室を含む）となった． 

平成17年4月には精神保健研究所は小平（武蔵）地区に移転し研究活動を開始した． 

平成18年10月には自殺予防総合対策センターの新設により，自殺実態分析室・適応障害研究室・自

殺予防対策支援研究室の3室と，成人精神保健部に犯罪被害者等支援研究室・災害時等支援研究室の2

室の増設が認められた． 

平成21年6月に精神保健に関する技術研修の事務担当が政策医療企画課から研究所事務係へと移管

され，また10月に精神生理部に臨床病態生理研究室が設置され3室編成となり，研究所の組織は11部33

室（精神保健研修室含）となった． 

Ⅳ．独立行政法人 国立精神・神経医療研究センター 精神保健研究所へ改組 

国民の健康に重大な影響のある特定の疾患等に係る医療に関し，調査，研究及び技術の開発並びに

これらの業務に密接に関連する医療の提供，技術者の研修等を行う独立行政法人の名称，目的，業務

の範囲等に関する事項を定めることを目的とした，「高度専門医療に関する研究等を行う独立行政法

人に関する法律」の施行により，それまでのナショナルセンター6組織が平成22年4月1日に独立行政法

人化された． 
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我が国立精神・神経センターは「精神疾患，神経疾患，筋疾患及び知的障害その他の発達の障害に

係る医療並びに精神保健」を担当する「独立行政法人国立精神・神経医療研究センター」となり，精

神保健研究所も内部の組織が改正された． 

自殺予防総合対策センターは，自殺実態分析室，適応障害研究室，自殺予防対策支援研究室の3室編

成． 

精神保健計画部は，精神保健計画研究部へ名称変更され，統計解析研究室，システム開発研究室の2

室編成． 

薬物依存研究部は，心理社会研究室，依存性薬物研究室，診断治療開発研究室の3室編成． 

心身医学研究部は，ストレス研究室，心身症研究室の2室編成． 

児童・思春期精神保健部は児童・思春期精神保健研究部へ名称変更され，精神発達研究室，児童期

精神保健研究室，思春期精神保健研究室の3室編成． 

成人精神保健部は，成人精神保健研究部へ名称変更され，精神機能研究室，診断技術研究室，認知

機能研究室，犯罪被害者等支援研究室，災害等支援研究室の5室編成． 

老人精神保健部は，精神薬理研究部へ名称変更され，精神薬理研究室，気分障害研究室の2室編成． 

社会精神保健部は，社会精神保健研究部へ名称変更され，社会福祉研究室，社会文化研究室，家族・

地域研究室の3室編成． 

精神生理部は，精神生理研究部へ名称変更され，精神生理機能研究室，臨床病態生理研究室の2室編

成． 

知的障害部は，知的障害研究部へ名称変更され，診断研究室，治療研究室，発達障害支援研究室の3

室編成． 

社会復帰相談部は，社会復帰研究部へ名称変更され，精神保健相談研究室，援助技術研究室の2室編

成． 

司法精神医学研究部は，制度運用研究室，専門医療・社会復帰研究室，精神鑑定研究室の3室編成． 

以上自殺予防総合対策センター及び11部，計33室となった． 

また，研究所の事務部門は，主幹が研究所事務室長となり，研究所事務係とともに，研究所の所属

となった． 

平成23年4月，事務部門の組織変更が行われ，研究所事務室は総務部の所属となった． 

平成23年12月には災害時こころの情報支援センターの新設により，情報支援研究室の1室が認められ

た． 

以上自殺予防総合対策センター，災害時こころの情報支援センター及び11部，計34室となった． 

平成24年1月，千葉県市川市の地に国立精神衛生研究所が設置されてから，創立60周年を迎え，記念

祝賀会を開催し，創立60周年記念誌を発行した． 

平成27年4月1日，独立行政法人から国立研究開発法人へ改組． 

平成28年4月1日，自殺予防総合対策センターを廃し自殺総合対策推進センターを新設，自殺実態・

統計分析室，自殺総合対策研究室，自殺未遂者・遺族支援等推進室，地域連携推進室の4室編成． 

平成29年10月1日，社会精神保健研究部（1部3研究室）を廃止し，その機能の一部を精神保健計画研

究部へ移譲（1研究室），併せて精神疾患病態研究部（1部2研究室）を増設． 

－ 3－
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沿  革 

事項 

年次 
所  長 組  織  等  経  過 

昭和25年5月  精神衛生法国会通過（精神衛生研究所設置の附帯決議採択） 

26年3月  厚生省公衆衛生局庶務課が設置の衝にあたる 

27年1月 黒沢 良臣 

（国立国府台 

病院長兼任） 

厚生省設置法並びに組織規程の一部改正により精神衛生に関す

る調査研究を行う附属機関として，千葉県市川市に国立精神衛

生研究所設置総務課，心理学部，生理学形態学部，優生学部，

児童精神衛生部及び社会学部の1課5部により業務開始 

35年10月  心理学部を精神衛生部に，社会学部を社会精神衛生部に，生理

学形態学部を精神身体病理部に，優生学部を優生部に名称変更

し，精神薄弱部を新設 

36年4月  精神衛生研修室，心理研究室，精神衛生相談室及び生理研究室

を新設 

36年6月  厚生省設置法の一部改正により精神衛生技術者の研修業務が追

加され，医学科，心理学科，社会福祉学科及び精神衛生指導科

の研修開始 

36年10月 内村 祐之  

37年4月 尾村 偉久 

（公衆衛生局長

が所長事務取扱） 

 

38年7月 若松 栄一 

（公衆衛生局長

が所長事務取扱） 

 

39年4月 村松 常雄 主任研究官を置く 

40年7月  社会復帰部及び精神発達研究室を新設 

41年7月  本館改築完成（5カ年計画） 

44年4月  総務課長補佐を置く 

46年4月 笠松  章  

46年6月  社会精神衛生部にソーシャルワーク研究室を新設 

48年7月  老人精神衛生部を新設 

49年7月  老人精神衛生部に老化度研究室を新設 

－ 4－
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50年7月  社会復帰部を社会復帰相談部に名称変更 

精神衛生相談室を精神衛生部から社会復帰相談部の所属に改正 

52年3月 加藤 正明  

53年12月  社会復帰相談庁舎完成（2カ年計画） 

54年4月  研修課程の名称を医学課程，心理学課程，社会福祉学課程及び

精神衛生指導課程に名称変更し，精神科デイ・ケア課程を新設 

55年4月  研修庁舎完成（講義室・図書室・研修生宿舎） 

58年1月 土居 健郎  

58年10月  老人精神衛生部に老人保健研究室を新設 

60年4月 高臣 武史  

61年5月  厚生省設置法の一部改正により，国立高度専門医療センターの

設置を決定 

61年9月  厚生省組織令の一部改正により，国立高度専門医療センターの

名称と所掌事務が決定 

61年10月  国立高度専門医療センターの一つとして，国立武蔵療養所，同

神経センターと国立精神衛生研究所を統合し，国立精神・神経

センター設置 

ナショナルセンターの1研究所として精神保健研究所に改組，精

神身体病理部と優生部を統合し精神生理部としたほか，精神保

健計画部及び薬物依存研究部を新設，1課9部19室となる 

62年4月 島薗 安雄 

（総長が所長事

務取扱） 

厚生省組織規程の一部改正により，国立精神・神経センターに

国立国府台病院が統合し，2病院，2研究所となる 

庶務課廃止，研究所に主幹を置く 

62年6月 藤縄  昭  

62年10月  心身医学研究部（ストレス研究室，心身症研究室）と精神保健

計画部システム開発研究室を新設 

平成元年10月  社会復帰相談部に援助技術研究室を新設 

6年4月 大塚 俊男  

9年4月 吉川 武彦  

11年4月  薬物依存研究部で研究室の改組があり，心理社会研究室と依存

性薬物研究室となり，診断治療開発研究室を新設 

精神薄弱部を知的障害部に名称変更 

13年1月 堺  宣道  

－ 5－
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14年1月  精神保健研究所創立50周年 

14年6月 高橋 清久 

（総長が所長事

務取扱） 

 

14年8月 今田 寛睦  

15年10月  司法精神医学研究部を新設（制度運用研究室，専門医療・社会

復帰研究室，精神鑑定研究室） 

16年4月 金澤 一郎 

（総長が所長事

務取扱） 

 

16年7月 上田  茂  

17年4月  市川市（国府台）から小平市（武蔵地区）に移転 

17年8月 北井 曉子  

18年10月  自殺予防総合対策センターの新設（自殺実態分析室，適応障害

研究室，自殺予防対策支援研究室），成人精神保健部の増設（犯

罪被害者等支援研究室，災害時等支援研究室） 

19年6月 加我 牧子  

21年10月  精神生理部に臨床病態生理研究室を新設 

22年4月  独立行政法人国立精神・神経医療研究センター精神保健研究所

となる 

8つの研究部の名称を変更（精神保健計画研究部，児童・思春期

精神保健研究部，成人精神保健研究部，精神薬理研究部，社会

精神保健研究部，精神生理研究部，知的障害研究部，社会復帰

研究部）し，知的障害研究部に発達障害支援研究室を新設，11

部33室（室長定数29）となる 

所長補佐及び自殺予防総合対策センター副センター長を置く 

23年12月  災害時こころの情報支援センターの新設（情報支援研究室） 

25年4月 野田  広  

25年7月 福田 祐典  

27年4月  国立研究開発法人 国立精神・神経医療研究センター 精神保

健研究所となる 

27年9月 冨澤 一郎  

27年12月 中込 和幸  

－ 6－
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28年4月  自殺予防総合対策センターを廃し自殺総合対策推進センターを

新設（自殺実態・統計分析室，自殺総合対策研究室，自殺未遂

者・遺族支援等推進室，地域連携推進室） 

29年10月  社会精神保健研究部を廃止 

精神疾患病態研究部を新設（基盤整備研究室，病態解析研究

室），精神保健計画部精神医療体制研究室を増設 

－ 7－
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）
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セ
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タ
ー
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法

セ
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タ
ー

メ
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ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
長

訪 問 看 護 ス テ ー シ ョ ン 施 設 長

手 術 ・ 中 央 材 料 部 長

研 修 指 導 部 長

知 的 障 害 研 究 部 長

社 会 復 帰 研 究 部 長

司 法 精 神 医 学 研 究 部 長

研 究 開 発 部 長

認 知 行 動 療 法 診 療 部 長

副 セ ン タ ー 長

認 知 行 動 療 法 セ ン タ ー 長

先 進 脳 画 像 研 究 部 長

臨 床 脳 画 像 研 究 部 長

副 セ ン タ ー 長

実 験 動 物 管 理 室 長

精 神 保 健 計 画 研 究 部 長

中 型 実 験 動 物 管 理 室 長

自 殺 総 合 対 策 推 進 セ ン タ ー 長

所 長 補 佐

疾 病 研 究 第 六 部 長

疾 病 研 究 第 四 部 長

脳 病 態 統 合 イ メ ー ジ ン グ セ ン タ ー 長

精 神 疾 患 病 態 研 究 部

精 神 薬 理 研 究 部 長

成 人 精 神 保 健 研 究 部 長

心 身 医 学 研 究 部 長

精 神 生 理 研 究 部 長

薬 物 依 存 研 究 部 長

バ イ オ リ ソ ー ス 部 長

ゲ ノ ム 診 療 開 発 部 長

臨 床 ゲ ノ ム 解 析 部 長

メ デ ィ カ ル ・ ゲ ノ ム セ ン タ ー 長

後 藤 雄 一 （ 併 ）

西 野 一 三 （ 併 ）

臨 床 研 究 支 援 部 長

西 野 一 三 （ 併 ）

後 藤 雄 一

副 セ ン タ ー 長 （ 欠 ）

総 務 部 長 栁 澤 　 武 （ 併 ）

竹 内 正 広

岩 崎 真 樹

吉 田 寿 美 子

岩 崎 真 樹 （ 併 ）

水 澤 英 洋 （ 事 務 取 扱 ）

後 藤 雄 一 （ 併 ）

小 牧 宏 文 （ 併 ）

三 山 健 司 （ 併 ）

髙 崎 雅 彦

三 山 健 司 （ 併 ）

神 経 内 科 診 療 部 長

臨 床 検 査 部 長

放 射 線 診 療 部 長

小 牧 宏 文

平 林 直 次

司 法 精 神 科 臨 床 研 究 セ ン タ ー 長 平 林 直 次 （ 併 ）

佐 藤 典 子

町 屋 晴 美

第 一 精 神 診 療 部 長

上 級 専 門 職

冨 澤 一 郎 （ 併 ）

堀 越 　 勝 （ 併 ）

堀 越 　 勝 （ 併 ）

平 林 直 次 （ 併 ）

山 之 内 芳 雄 （ 併 ）

三 島 和 夫

山 之 内 芳 雄

橋 戸 和 夫

齋 藤 亮 一

山 本 和 弘

松 本 敏 彦

堀 越 　 勝

松 田 博 史

山 之 内 芳 雄 （ 併 ）

髙 野 晴 成

花 川 　 隆

（ 欠 ）

金 　 吉 晴 （ 併 ）

藤 井 千 代

中 込 和 幸 （ 事 務 取 扱 ）

本 橋 　 豊

山 田 光 彦

神 尾 陽 子

中 込 和 幸 （ 事 務 取 扱 ）

金 　 吉 晴
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荒 木 敏 之
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（ 欠 ）
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（ 欠 ）
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（ 欠 ）
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所長補佐

山之内　芳雄（併）

４．職員配置（平成30年3月31日現在）

所　　長 精神保健計画研究部長 (山之内芳雄） 統 計 解 析 研 究 室 長

自 殺 総 合 対 策 研 究 室 長 （藤田　幸司）

自殺未遂者・遺族支援等推進室長 （欠）

災害時こころの情報支援センター長 情 報 支 援 研 究 室 長 （鈴木友理子（併）

薬 物 依 存 研 究 部 長（松本　俊彦） 心 理 社 会 研 究 室 長 （嶋根　卓也）

（中込　和幸）

依 存 性 薬 物 研 究 室 長 （舩田　正彦）

診 断 治 療 開 発 研 究 室 長 （近藤　あゆみ）

シ ス テ ム 開 発 研 究 室 長

自殺総合対策推進センター長 自 殺 実 態 ・ 統 計 分 析 室 長 （金子　義博）

（西　　 大輔）

地 域 連 携 推 進 室 長 （反町　吉秀）

（本橋　　豊）

（金 吉晴）
（併）

精 神 医 療 体 制 研 究 室 長 （欠）

（堀口　寿広）

児童・思春期精神保健研究部長 （神尾　陽子） 精 神 発 達 研 究 室 長 （神尾　陽子（併）

児 童 期 精 神 保 健 研 究 室 長 （高橋　秀俊）

心 身 医 学 研 究 部 長 ス ト レ ス 研 究 室 長 （安藤　哲也）

心 身 症 研 究 室 長 （関口　　敦）

（中込和幸）
（事務取扱）

診 断 技 術 研 究 室 長 （篠﨑　康子）

認 知 機 能 研 究 室 長 （堀　　弘明）

犯罪被害者等支援研究室長 （金　　吉晴（併）

思 春 期 精 神 保 健 研 究 室 長 （欠）

成人精神保健研究部長 （金　　吉晴） 精 神 機 能 研 究 室 長 （欠）

精 神 疾 患 病 態 研 究 部 基 盤 整 備 研 究 室 （立森　久照）

災 害 等 支 援 研 究 室 長 （鈴木　友理子）

精 神 薬 理 研 究 部 長 （山田　光彦） 精 神 薬 理 研 究 室 長 （斎藤　顕宜）

気 分 障 害 研 究 室 長 （山田　光彦（併）
（中込和幸）
（事務取扱）

病 態 解 析 研 究 室 長

司法精神医学研究部長 制 度 運 用 研 究 室 長 （河野　稔明）

治 療 研 究 室 長 （北　　洋輔）

社 会 復 帰 研 究 部 長 （藤井　千代） 精 神 保 健 相 談 研 究 室 長 （佐藤　さやか）

発 達 障 害 支 援 研 究 室 長 （稲垣　真澄（併）

精 神 生 理 研 究 部 長 （三島　和夫） 精 神 生 理 機 能 研 究 室 長 （肥田　昌子）

知 的 障 害 研 究 部 長 （稲垣　真澄） 診 断 研 究 室 長 （加賀　佳美）

専門医療・社会復帰研究室長 （菊池　安希子）

精 神 鑑 定 研 究 室 長 （欠）

臨 床 病 態 生 理 研 究 室 長

（山口　創生）援 助 技 術 研 究 室 長
（中込和幸）
（事務取扱）

（中込　和幸（併）

（北村　真吾）
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所
長

秘
書
室

中
込
　
和
幸

笹
　
和
紀

佐
々
木
　
宰
子

部
名

部
長

室
長

研
究
員

流
動
研
究
員

非
常
勤
研
究
員

科
研
費
研
究
員

科
研
費
研
究
助
手

ｾﾝ
ﾀｰ
研
究
助
手

ｾﾝ
ﾀｰ
事
務
助
手

協
力
研
究
員

併
任
研
究
員

客
員
研
究
員

外
来
研
究
員

外
来
事
務
助
手

研
究
生

○
科
研
費
研
究
補
助
員
○
科
研
費
事
務
助
手

○
ｾﾝ
ﾀｰ
研
究
補
助
員

○
補
助
員

○
実
習
生

□
科
研
費
心
理
療
法
士

自
殺
総
合
対
策
推
進
セ
ン
タ
ー
本
橋
　
豊

金
子
　
善
博

越
智
　
真
奈
美

安
藤
　
実
里

○
木
船
　
妙
子

○
土
屋
　
美
保

○
堀
口
　
泰
代

岡
　
檀

野
﨑
　
静
果

藤
田
　
幸
司

森
口
　
和

（
～
30
.1
.3
1）

（
29
.6
.1
～
）

（
29
.7
.1
～
）

○
武
内
　
砂
由
美

須
賀
　
万
智

土
屋
　
美
保

藤
森
　
麻
衣
子

（
29
.6
.1
～
）

松
永
　
博
子

○
青
木
　
み
あ

福
山
　
な
お
み

（
～
29
.6
.3
0）

（
～
29
.9
.3
0）

﨑
坂
　
香
屋
子

（
29
.4
.1
7～
）

一
杉
　
正
仁

小
澤
　
照
美

反
町
　
吉
秀

（
29
.5
.1
～
）

○
大
友
　
眞
弓

藤
原
　
佳
典

（
～
29
.9
.3
0）

（
29
.5
.1
～
）

藤
原
　
武
男

飯
村
　
昌
里
子

○
石
上
　
志
津
子

井
門
　
正
美

（
29
.1
0.
1～
29
.1
1.
30
）

（
29
.6
.1
～
29
.1
2.
31
）

大
塚
　
耕
太
郎

○
辻
　
仁
佳
子

尾
崎
　
健
一

（
29
.1
0.
1～
29
.1
2.
31
）

猪
飼
　
周
平

○
大
倉
　
結
花

藤
森
　
 麻
衣
子

（
29
.1
2.
1～
）

（
29
.1
0.
1～
）

○
中
村
　
円

（
29
.1
2.
1～
）

災
害
時
こ
こ
ろ
の
情
報

（
併
任
）

（
併
任
）

大
滝
　
涼
子

薮
内
　
奈
津
子

関
口
　
敦

前
田
　
正
治

支
援
セ
ン
タ
ー

金
　
吉
晴

鈴
木
　
友
理
子

筧
　
亮
子

○
後
藤
　
真
理
子

(～
29
.6
.3
0/
29
.9
.1
～
)
高
橋
　
晶

（
29
.1
0.
1～
）

篠
崎
　
康
子

宮
本
　
有
紀

高
橋
　
秀
俊

種
市
　
康
太
郎

秋
山
　
剛

笠
井
　
清
登

富
田
　
博
秋

精
神
保
健
計
画
研
究
部

山
之
内
　
芳
雄

西
　
大
輔

羽
澄
　
恵

三
宅
　
美
智

臼
田
　
謙
太
郎

鴨
志
田
　
由
美
子

赤
澤
　
正
人

後
藤
　
基
行

山
田
　
理
絵

立
森
　
久
照

（
29
.1
0.
1～
）

菅
　
知
絵
美

加
藤
　
直
広

清
水
　
悦
子

安
西
　
信
雄

古
野
　
考
志

大
野
　
美
子

（
～
29
.9
.3
0）

（
～
29
.9
.3
0）

（
～
29
.9
.3
0）

吉
田
　
勺
美

伊
庭
　
幸
人

（
29
.9
.1
～
）

久
保
田
　
明
子

堀
口
　
寿
広

岡
﨑
　
絵
美

薄
田
　
涼
子

（
～
29
.1
2.
31
）

末
安
　
民
生

中
村
　
江
里

（
29
.1
0.
1～
）

（
～
29
.1
1.
30
）

深
澤
　
舞
子

緒
方
　
若
菜

鈴
木
　
晃
仁

原
田
　
玄
機

（
併
任
）

橋
本
　
塁

臼
杵
　
理
人

（
～
29
.9
.3
0）

髙
橋
　
邦
彦

山
邊
　
聖
士

鈴
木
　
友
理
子

（
29
.1
0.
1～
）

（
29
.7
.1
～
）

後
藤
　
智
子

竹
島
　
正

的
場
　
由
木

松
本
　
悠
貴

岡
﨑
　
絵
美

（
29
.1
0.
1～
）

野
口
　
正
行

高
野
　
弘
之

（
30
.1
.1
～
）

（
29
.1
2.
1～
）

河
野
　
京
子

目
黒
　
克
己

佐
藤
　
崇
範

○
穴
澤
　
恵
美
子

（
29
.1
0.
1～
29
.1
1.
30
）

西
脇
　
啓
太

○
吉
田
　
勺
美

原
田
　
か
お
る

菅
　
知
絵
美

（
30
.1
.1
～
）

（
30
.3
.1
～
）

（
29
.1
0.
1～
）

松
本
　
悠
貴

（
29
.1
0.
1～
29
.1
2.
31
）

本
屋
敷
　
美
奈

（
29
.1
1.
1～
）

薬
物
依
存
研
究
部

松
本
　
俊
彦

舩
田
　
正
彦

大
曲
　
め
ぐ
み

米
澤
　
雅
子

福
田
　
百
合
子

小
島
　
恵
子

今
村
　
扶
美

尾
崎
　
茂

引
土
　
絵
未

青
尾
　
直
也

嶋
根
　
卓
也

（
～
29
.6
.3
0）

大
澤
　
美
佳

齋
藤
　
実
穂
子

中
野
　
真
紀

船
田
　
大
輔

淺
沼
　
幹
人

邱
　
冬
梅

近
藤
　
あ
ゆ
み

岩
野
　
さ
や
か

（
～
30
.1
.3
1）

庄
司
　
淑
子

（
～
29
.9
.3
0）

宮
永
　
耕

(～
29
.1
0.
31
/3
0.
3.
1～
)

（
～
29
.1
2.
31
）

富
山
　
健
一

中
野
　
真
紀

和
田
　
清

今
井
　
航
平

高
野
　
歩

（
29
.1
0.
1～
）

森
田
　
展
彰

加
藤
　
重
城

熊
倉
　
陽
介

谷
渕
　
由
布
子

橋
本
　
美
保

菊
池
　
美
名
子

成
瀬
　
暢
也

宇
佐
美
　
貴
士

村
上
　
真
紀

三
島
　
健
一

山
口
　
留
妻

（
29
.6
.1
～
）

境
　
泉
洋

（
29
.6
.1
～
）

佐
瀬
　
満
雄

河
野
　
亨

新
田
　
慎
一
郎

（
29
.7
.1
～
29
.1
2.
18
）

山
田
　
正
夫

（
29
.9
.1
～
）

塚
本
　
正
太
郎

福
永
　
龍
繁

田
中
　
紀
子

（
29
.7
.1
～
）

（
29
.5
.2
2～
）

（
30
.1
.4
～
）

古
田
島
　
浩
子

平
田
　
豊
明

（
29
.7
.1
～
）

（
29
.1
0.
1～
）

加
藤
　
隆

池
田
　
朋
広

（
29
.8
.1
～
）

（
29
.1
1.
1～
）

瓜
生
　
美
智
子

（
29
.8
.1
～
）

邱
　
冬
梅

（
29
.1
1.
1～
30
.2
.2
8）

○
井
上
　
徳
穂

5.
精
神
保
健
研
究
所
構
成
員
（
平
成
29
年
度
）

科
研
費
研
究
員
：
萩
谷
久
美
子
　
芦
田
紗
綾
香
　
小
澤
幸
世

科
研
費
心
理
療
法
士
：
中
島
未
来
 清
水
麻
美
子
(2
9.
8.
7～
）
須
永
敦
子
（
併
任
）

客
員
研
究
員
：
伊
藤
弘
人
（
29
.1
0.
1～
）

研
究
生
：
柴
岡
三
智
　
大
塚
豪
士
(2
9.
10
.1
～
）
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部
名

部
長

室
長

研
究
員

流
動
研
究
員

非
常
勤
研
究
員

科
研
費
研
究
員

科
研
費
研
究
助
手

ｾﾝ
ﾀｰ
研
究
助
手

ｾﾝ
ﾀｰ
事
務
助
手

協
力
研
究
員

併
任
研
究
員

客
員
研
究
員

外
来
研
究
員

外
来
事
務
助
手

研
究
生

○
科
研
費
研
究
補
助
員
○
科
研
費
事
務
助
手

○
ｾﾝ
ﾀｰ
研
究
補
助
員

○
補
助
員

○
実
習
生

□
科
研
費
心
理
療
法
士

心
身
医
学
研
究
部

（
所
長
事
務
取
扱
）
安
藤
　
哲
也

河
西
　
ひ
と
み

□
船
場
　
美
佐
子

樋
上
　
功
洋

吉
武
　
美
喜

國
重
　
寛
子

倉
　
尚
樹

有
賀
　
元

近
喰
　
ふ
じ
子

高
橋
　
晶

関
口
　
敦

小
原
　
千
郷

（
29
.8
.1
～
）

神
谷
　
裕
子

（
～
29
.9
.3
0）

兒
玉
　
直
樹

榑
松
　
文
子

（
29
.7
.1
～
）

○
國
重
　
寛
子

土
屋
　
陽
子

大
和
　
滋

上
野
(高
野
)真
弓

（
29
.1
0.
1～
）

西
園
マ
ー
ハ
文

樋
上
　
巧
洋

藤
井
　
靖

（
29
.4
.2
0～
29
.7
.3
1）

小
牧
　
元

菊
地
　
裕
絵

（
29
.5
.1
～
）

児
童
・
思
春
期
精
神
保
健

神
尾
　
陽
子

高
橋
　
秀
俊

原
口
　
英
之

A
nd
re
w
 M
ar
k 
S
ti
ck
le
y
佐
熊
　
曜
子

佐
藤
　
綾

飛
松
　
省
三

荻
野
　
和
雄

研
究
部

石
飛
　
信

齋
藤
　
彩

 
鈴
木
　
利
佳

則
内
　
ま
ど
か

山
根
　
直
人

（
～
29
.4
.3
0）

（
～
30
.1
.3
1）

平
岩
　
幹
男

近
藤
　
綾
子

三
宅
　
篤
子

秋
元
　
頼
孝

長
尾
　
圭
造

青
木
　
保
典

立
花
　
良
之

海
老
島
　
健

安
達
　
潤

高
階
　
美
和

桑
原
　
千
明

小
原
　
由
香

中
村
　
亨

岡
　
琢
哉

上
野
　
佳
奈
子

浅
野
　
路
子

熊
崎
　
博
一

近
藤
　
和
樹

（
29
.1
2.
1～
）

石
飛
　
信

（
29
.5
.1
～
）

成
人
精
神
保
健
研
究
部

金
　
吉
晴

鈴
木
　
友
理
子

伊
藤
　
ま
ど
か

石
田
　
牧
子

染
谷
　
紗
恵
子

水
野
　
恵
子

関
口
　
敦

小
西
　
聖
子

林
　
明
明

伊
東
　
史
ヱ

堀
　
弘
明

大
沼
　
麻
実

伊
藤
　
真
利
子

（
～
30
.2
.2
8）

東
　
祐
子

（
29
.9
.1
～
）

加
茂
　
登
志
子

袴
田
　
優
子

河
瀬
　
さ
や
か

関
口
　
敦

島
津
　
恵
子

中
山
　
未
知

横
倉
　
芳
望

（
～
30
.1
.3
1）

宮
地
　
光
恵

成
澤
　
知
美

（
～
29
.6
.3
0）

菅
原
　
彩
子

（
29
.5
.1
～
）

堤
　
敦
朗

吉
池
　
卓
也

篠
崎
　
康
子

○
奥
村
　
和
香
子

井
筒
　
節

宮
本
　
悦
子

○
横
山
　
美
穂

栗
山
　
健
一

松
田
　
陽
子

○
東
　
祐
子

福
地
　
成

赤
井
　
利
奈

（
30
.2
.1
～
）

松
本
　
和
紀

菅
原
　
ま
ゆ
み

黒
澤
　
美
枝

高
橋
　
布
三
代

浜
崎
　
由
紀
子

筧
　
亮
子

中
島
　
聡
美

T
aj
an
 N
ic
ol
as

古
家
　
実
可
子

（
29
.5
.1
～
）

上
田
　
鼓

（
29
.7
.1
～
）

国
弘
　
志
保

（
29
.1
2.
15
～
）

精
神
薬
理
研
究
部

山
田
　
光
彦

斎
藤
　
顕
宜

國
石
　
洋

山
田
　
美
佐

稲
垣
　
正
俊

川
島
　
義
高

赤
木
　
希
衣

古
家
　
宏
樹

請
園
　
正
敏

岡
　
淳
一
郎

安
東
　
友
子

（
～
29
.1
0.
31
）

亀
井
　
淳
三

遠
藤
　
香

○
松
谷
　
真
由
美

神
庭
　
重
信

大
槻
　
露
華

○
村
松
　
浩
美

白
川
　
修
一
郎

後
藤
　
玲
央

○
笠
井
　
智
香

高
原
　
円

高
橋
　
弘

（
～
29
.9
.3
0）

古
川
　
壽
亮

西
岡
　
玄
太
郎

米
本
　
直
裕

渡
邉
　
恭
江

中
嶋
　
智
史

中
武
　
優
子

早
田
　
暁
伸

請
園
　
正
敏

（
29
.1
1.
1～
）

○
萱
島
　
修
平

○
石
井
　
香
織

（
30
.1
.9
～
）

社
会
精
神
保
健
研
究
部

伊
藤
　
弘
人

堀
口
　
寿
広

羽
澄
　
恵

橋
本
　
塁

江
頭
　
織
佳

杉
浦
　
伸
一

阿
部
　
裕
二

（
～
29
.9
.3
0）

（
～
29
.8
.3
1）

山
縣
　
眞
美
子

八
田
　
耕
太
郎

庵
地
　
雄
太

（
所
長
事
務
取
扱
）

稲
井
　
由
紀
子

平
田
　
豊
明

大
塚
　
豪
士

（
29
.9
.1
～
29
.9
.3
0）

大
川
　
泰
江

村
松
　
公
美
子

河
口
　
朋
子

中
村
　
聖
子

和
田
　
健

松
本
　
悠
貴

伊
藤
　
弘
人

（
29
.8
.1
～
）

(2
9.
9.
1～
29
.9
.3
0）

精
神
生
理
研
究
部

三
島
　
和
夫

肥
田
　
昌
子

綾
部
　
直
子

吉
村
　
道
孝

加
藤
　
美
恵
 

阿
部
　
又
一
郎

亀
井
　
雄
一

内
山
　
真

中
島
　
俊

北
村
　
真
吾

勝
沼
　
る
り

○
高
野
　
希
美

大
嶋
　
美
奈
子
 

梶
　
達
彦

兼
板
　
佳
孝

岩
垂
　
喜
貴

（
～
29
.1
2.
31
）

松
本
　
有
希
子

大
川
　
匡
子

石
井
　
み
の
り

○
武
田
　
裕
子

（
～
29
.1
0.
31
）

井
上
　
雄
一

有
竹
　
清
夏

○
高
野
　
希
美

樋
口
　
重
和

村
上
　
裕
樹

（
30
.1
.1
～
）

本
多
　
真

大
場
　
健
太
郎

上
田
　
泰
己

塚
田
　
恵
鯉
子

－ 13 －

Ⅰ 精 神 保 健 研 究 所 の 概 要



部
名

部
長

室
長

研
究
員

流
動
研
究
員

非
常
勤
研
究
員

科
研
費
研
究
員

科
研
費
研
究
助
手

ｾﾝ
ﾀｰ
研
究
助
手

ｾﾝ
ﾀｰ
事
務
助
手

協
力
研
究
員

併
任
研
究
員

客
員
研
究
員

外
来
研
究
員

外
来
事
務
助
手

研
究
生

○
科
研
費
研
究
補
助
員
○
科
研
費
事
務
助
手

○
ｾﾝ
ﾀｰ
研
究
補
助
員

○
補
助
員

○
実
習
生

□
科
研
費
心
理
療
法
士

精
神
生
理
研
究
部

池
田
　
正
明

寺
澤
　
悠
理

山
寺
　
亘

太
田
　
英
伸

熊
野
　
宏
昭

中
崎
　
恭
子

守
口
　
善
也

三
井
寺
　
浩
幸

阿
部
　
高
志

岡
島
　
義

福
水
　
道
郎

石
津
谷
　
麻
美

元
村
　
祐
貴

山
本
　
舞

犬
丸
　
淑
樹

（
29
.4
.1
0～
）

都
留
　
あ
ゆ
み

○
鵜
飼
　
基
生

○
後
藤
　
弘
樹

（
29
.5
.1
～
29
.7
.3
1）

○
市
川
　
愛
奈

（
29
.5
.1
～
29
.7
.3
1）

○
桑
野
　
奈
保

（
29
.5
.1
～
29
.7
.3
1）

○
山
本
　
奎
太

（
29
.5
.1
～
29
.7
.3
1）

○
石
田
　
裕
紀

（
29
.5
.1
～
29
.7
.3
1）

○
太
田
　
裕
登

（
29
.5
.1
～
29
.7
.3
1）

○
石
田
　
成
美

（
29
.5
.1
～
29
.7
.3
1）

知
的
障
害
研
究
部

稲
垣
　
真
澄

加
賀
　
佳
美

鈴
木
　
浩
太

奥
村
　
安
寿
子

井
上
　
さ
ゆ
り

大
橋
　
啓
子

中
川
　
栄
二

井
上
　
祐
紀

小
林
　
朋
佳

北
　
洋
輔

田
中
　
美
歩

○
白
川
　
由
佳

（
29
.1
1.
1～
）

秋
月
　
由
紀
子

加
我
　
牧
子

崎
原
　
こ
と
え

上
田
　
理
誉

（
29
.1
1.
1～
）

（
29
.4
.1
3～
）

軍
司
　
敦
子

中
村
　
雅
子

井
上
　
さ
ゆ
り

小
池
　
敏
英

安
村
　
明

（
～
29
.1
0.
31
）

後
藤
　
隆
章

米
田
　
れ
い
子

○
白
川
　
由
佳

竹
市
　
博
臣

李
　
珩

（
～
29
.1
0.
31
）

田
中
　
敦
士

水
越
　
菜
那

中
村
　
み
ほ

大
森
　
幹
真

林
　
隆

大
井
　
雄
平

三
砂
　
ち
づ
る

（
29
.4
.1
0～
）

宮
島
　
祐

三
橋
　
翔
太

山
崎
　
廣
子

（
29
.1
0.
1～
）

中
田
　
洋
二
郎

新
垣
　
香
菜
子

（
29
.1
0.
1～
）

○
北
村
　
柚
葵

社
会
復
帰
研
究
部

藤
井
　
千
代

佐
藤
　
さ
や
か

松
長
　
麻
美

種
田
　
綾
乃

田
中
　
純
子

坂
田
　
増
弘

瀬
戸
屋
　
雄
太
郎

久
永
　
文
恵

山
口
　
創
生

小
塩
　
靖
崇

澤
田
　
宇
多
子

細
谷
　
章
子

平
林
　
直
次

福
井
　
里
江

小
川
　
亮

塩
澤
　
拓
亮

土
屋
　
治
美

佐
竹
　
直
子

原
　
敬
造

水
野
　
雅
之

（
29
.1
0.
1～
）

伊
藤
　
順
一
郎

御
薗
　
恵
将

○
檜
垣
　
早
苗

橘
　
薫
子

（
～
29
.4
.3
0）

○
塩
澤
　
拓
亮

吉
田
　
光
爾

佐
々
木
　
奈
都
記

（
～
29
.9
.3
0）

杉
山
　
直
也

（
～
29
.1
0.
31
）

○
御
薗
　
恵
将

（
29
.5
.1
～
）

司
法
精
神
医
学
研
究
部

（
所
長
事
務
取
扱
）
菊
池
　
安
希
子

大
隅
　
尚
広

米
田
　
恵
子

○
岡
野
　
茉
莉
子

三
輪
　
靖
子

野
田
　
隆
政

岡
田
　
幸
之

河
野
　
稔
明

○
高
橋
　
布
三
代

朝
波
　
千
尋

三
澤
　
孝
夫

○
照
本
　
麦
子

中
澤
　
佳
奈
子

安
藤
　
久
美
子

曽
雌
　
崇
弘

美
濃
　
由
紀
子

（
29
.9
.1
～
）

精
神
疾
患
病
態
研
究
部

（
所
長
事
務
取
扱
）
立
森
　
久
照

加
藤
　
直
広

緒
方
　
若
菜

橋
本
　
亮
太

（
29
.1
0.
1～
）

江
頭
　
織
佳

（
30
.2
.2
6～
）

山
縣
　
眞
美
子

稲
井
　
由
紀
子

大
川
　
泰
江

中
村
　
聖
子

－ 14 －

精神保健研究所年報　第 31 号



 
 

 15  
 

 
1  

1)  
29

 
4 1

6 1
 7 1  

 
10 1

  
29   4 30

 8 31
 9 30  3 31

 3 31
  3 31  3 31

 
 
2)  

29 10 1
2

  

29
108 24 5 119 62

57 251

29 30 2 19
 

29 15 801
 

 
3)  

29 8 24  
3 6 NCNP  

29 11 15  
4 NCNP  

 

Ⅱ 研 究 活 動 状 況

－ 15 －



31  
 

 16  
 

 

1)  
NIMH NIMH Research Domain Criteria RDoC

5 Negative Valence Systems NVS

NVS  
 

2) Negative Valence Systems  
NVS

29
5 F1

defeatist belief F2 impulsiveness F3
depression F4 amotivation F5 extrinsic motivation

F1
QOL F2 F3

QOL F4
F5

F4 HVA 5-HIAA
  

3)  
1

8
1 29

,3 31  
4) Lurasidone ELICE-

BD 6
 

5
150

6 4
29

 
5)

  

BDNF

精神保健研究所年報　第 31 号

－ 16 －



 
 

 17  
 

60
30

 
 
6)    ( ) 

 

29 8
150 35  

 
7) 4 MPI-NCNP 10 16 18

  
(MPI)

4 Bilateral NCNP-MPI-LMU 
Workshop

LUM(
 

 
 

 

 
 
 

 
 

 

 

 
 

 

 

Ⅱ 研 究 活 動 状 況

－ 17 －



31  
 

 18  
 

 

1) Sumiyoshi T, Toyomaki A, Kawano N, Tomoko K, Kusumi I, Ozaki N, Iwata N, 
Nakagome K: Reliability and validity of the California Verbal Learning Test (CVLT) -
II - Japanese version. Psychiatry Clin Neurosci 71(6): 417-418, 2017.  

2) Takeda K, Matsumoto M, Ogata Y, Maida K, Murakami H, Murayama K, Shimoji K, 
Hanakawa T, Matsumoto K, Nakagome K: Impaired prefrontal activity to regulate the 
intrinsic motivation-action link in schizophrenia. Neuroimage: Clinical 16: 32-42, 2017. 

3) Sumiyoshi T, Toyomaki A, Kawano N, Kitajima T, Kusumi I, Ozaki N, Iwata N, 
Sueyoshi K, Nakagome K: Verbal memory impairments in bipolar disorder: effect of 
type of word learning tasks. Psychiatry Clin Neurosci 71(8): 570-571, 2017. 

4) Moriguchi Y, Noda T, Nakayashiki K, Takata Y, Setoyama S, Kawasaki S, Kunisato Y, 
Mishima K, Nakagome K, Hanakawa T: Validation of brain-derived signals in near-
infrared spectroscopy through multivoxel analysis of concurrent functional magnetic 
resonance imaging. Hum Brain Mapp 38(10): 5274-5291. 2017. 

5) Noda T, Nakagome K, Setoyama S, Matsushima E: Working memory and 
prefrontal/temporal hemodynamic responses during post-task period in patients with 
schizophrenia: A multi-channel near-infrared spectroscopy study. J Psychiatr Res. 95: 
288-298, 2017. 

6) Sumiyoshi T, Toyomaki A, Kawano N, Kitajima T, Kusumi I, Ozaki N, Iwata N, 
Sueyoshi K, Nakagome K: Verbal memory impairment in patients with subsyndromal 
bipolar disorder. Front Psychiatry 15(8): 168. 2017. 

7) Kito S, Matsuda Y, Sewaki Y, Sekiya J, Fujii T, Noda T, Ikezawa S, Takano H, 
Nakazawa K, Nomura M, Setoyama S, Nakagome K: A 6-month follow-up case study of 
low-frequency right prefrontal repetitive transcranial magnetic stimulation in 
treatment-resistant bipolar depression. J ECT 33(4): e43-e44. 2017. 

8) Katsumi A, Hoshino H, Fujimoto S, Yabe H, Ikebuchi E, Nakagome K, Niwa SI: Effects 
of cognitive remediation on cognitive and social functions in individuals with 
schizophrenia. Neuropsychol Rehabil 7: 1-13. 2017. 

9) Ishii T, Hattori K, Miyakawa T, Watanabe K, Hidese S, Sasayama D, Ota M, Teraishi 
T, Hori H, Yoshida S, Nunomura A, Nakagome K, Kunugi H: Increased cerebrospinal 
fluid complement C5 levels in major depressive disorder and schizophrenia. Biochem 
Biophys Res Commun 497(2): 683-688. 2018. 

10) Pu S, Nakagome K, Itakura M, Ohtachi H, Iwata M, Nagata I, Kaneko K: Right 
frontotemporal cortex mediates the relationship between cognitive insight and 
subjective quality of life in patients with schizophrenia. Front Psychiatry 9(16): 
Published online. 2018. 

11) : NEAR SCIT
21(1) : 17-21. 2017. 

12) : 
  21(2): 155-161. 2018. 

精神保健研究所年報　第 31 号

－ 18 －



 
 

 19  
 

1) Sheehan DV, Nakagome K, Asami Y, Pappadopulos EA, Boucher M: Restoring function 
in major depressive disorder: A systematic review. J Affect Disord, 215: 299-313, 2017. 

 

1) . 
(27-1)

27 29 pp1-2. 2018. 
2) Negative Valence Systems . 

(27-1) 27 29 pp3-5. 2018. 
 

 
 

 

1) Nakagome K: Depression and functionality. Plenary Lecture, The 5th ASCNP, Bali, 
2017.4.28. 

2) Nakagome K: Cognitive remediation research and clinical initiatives in Japan. Cognitive 
Remediation in Psychiatry, NY, 2017.6.9. The Connie Lieber Science to Practice 
Award  

3) Nakagome K: What kind of biomarkers do we need? –From a clinician’s point of view, 
Bilateral NCNP-MPI-LMU Workshop, Munich, 2017.10.16-18. 

4) 7
15 113

2017.5.22. 

1)
2017.11.8. 

 

 

 

 

Ⅱ 研 究 活 動 状 況

－ 19 －



31  
 

 20  
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

1) 15
113 2017.6.22. 

2) Young A. Cognition in mood disorders. 14
2017.7.21. 

3)
21 2017.12.10  

 

 

 

1) 2017.7.1 
2) 6 IPS in 2018.3.3. 

 

1) 29 10 16 18  
Bilateral NCNP-MPI-LMU Workshop “Biomarkers in Neuropsychiatric Disorders” 4

MPI LMU NCNP
9 33  

2) 30 3 4 6  
Asian Consortium of National Mental Health Institutes 2nd Annual Meeting 2

NCNP 17 MOU

TMC  

精神保健研究所年報　第 31 号

－ 20 －



 
 

 21  
 

2

61
Mental Health Policy and Evaluation

 
30

NDB
 

 

 
9/30 10/1~

  10/1~
  9/30

11/30  10/1 1/1 9/30
7/1 12/1 9/1

 10/1 10/1 12/31 11/1
1/1 12/31 9/30

10/1 10/1 11/30 3/1  
 

30
 

 
7 NDB 630 2

15

 

https://www.ncnp.go.jp/nimh/seisaku/  

Ⅱ 研 究 活 動 状 況

－ 21 －



31  
 

 22  
 

630 NDB 29  
12  

32 .36
 

PECO-Psychiatric Electronic Clinical Observation  
PECO

3 2

 
PECO 2015 4 2017 3 40,000

2

F0 F2 1
F0 65

90

PECO GAF
4 GAF

 

 

3

精神保健研究所年報　第 31 号

－ 22 －



 
 

 23  
 

,  

 22-24
 

 1 SCAP
 2 CP  500~ 1,500 mg/d  55
163  SCAP

 

NS-065/NCNP-01
biomarker 6

123I-  SPECT
,

DMD

  ADHD
, fMRI

 

NCNP NCNP

1956

11 9 17

 

Ⅱ 研 究 活 動 状 況

－ 23 －



31  
 

 24  
 

6 2017.8.18.  

 
2017.10.31.  

14 2017.11.23.  
 

 / 2017.5.1.  
2017.5.18.  

11 2017.5.28.  
2 / 5

2017.6.7.  
2017.6.11.  

630 2017.7.6. 
 

4
2017.7.8.  

2017.7.27.  
JMM

2017.7.29.  

, 2017.9.7.  

IBM , 2017.9.22.  
2017.10.05.

 
6 2017.10.12.  

2017.10.31. 
 

2017.11.1.  

2017.11.3.  
71

2017.11.10.  
1 ( )

2017.11.25.  
24 2017.12.2. 

 
29 2017.12.2. 

 

精神保健研究所年報　第 31 号

－ 24 －



 
 

 25  
 

44
2017.12.6.  

 29 19
2017.12.15.  

2040 7 2018.2.3.  

2018.3.10.  
29 2017.12.2.  

2017.12.15.
 

48 2018.2.18
 
PLOS ONE Academic Editor  

 
 

 
 

 
 

 
2017 DAT  

 
/ 

2017.5.3.  
 

 
 

NIPPON2015  
  

 
 
 
 

 
, .  

29
2018.1.19.  

a  
 

 

54 2017.9.28.  

Ⅱ 研 究 活 動 状 況

－ 25 －



31  
 

 26  
 

630 NDB 54 2017.9.29.
 

54 2017.9.29.  
54

2017.9.29.  
 

  
   2017  
   

  21  
 

 
 29

15 2 2 )  
 

 
AI  

29 (

 
29  

 
29   (

 
 

29   

 
29  

 
29   C

 
29

 
 

 

 
29  (

 
29   

精神保健研究所年報　第 31 号

－ 26 －



 
 

 27  
 

 
29  

 
29

 
29

 
29  

 
29  ICT

NCD DPC
 

29

  
29  B

 
29   C

 
29

 
29   B

3  
29   C 20

 

 

 

 
29 (

 
29 (

 
29   

 
29  

 
 

Ⅱ 研 究 活 動 状 況

－ 27 －



31  
 

 28  
 

NCNP PECO
NCNP  
 

29
 

 

1) Nishi D, Usuda K: Psychological growth after childbirth:an exploratory prospective study. Journal of 
Psychosomatic Obstetrics & Gynecology 38(2): 87-93, 2017. 

2) Nishi D, Susukida R, Kuroda N, Wilcox H: The association of personal importance of religion and 
religious service attendance with suicidal ideation by age group in the National Survey on Drug Use 
and Health. Psychiatry Research 255: 321-327, 2017. 

3) Takahashi K, Tachimori H, Kan C, Nishi D, Okumura Y, Kato N, Takeshima T: Spatial analysis for 
regional behavior of patients with mental disorders in Japan. Psychiatry and Clinical Neurosciences 
71: 254-261, 2017. 

4) Shinjo D, Tachimori H, Sakurai K, Ohnuma T, Fujimori K, Fushimi K: Factors affecting prolonged 
length of stay in psychiatric patients in Japan: a retrospective observational study. Epidemiol 
Psychiatr Sci 25(3): 217-229, 2017. 

5) Usuda K, Nishi D, Okazaki E, Makino M, Sano Y: Optimal cut-off score of the Edinburgh Postnatal 
Depression Scale for major depressive episode during pregnancy in Japan. Psychiatry Clin Neurosci. 
71(12): 836-842, 2017. 

6) Susukida R, Nishi D, Kawashima Y, Koido Y, Mojtabai, R, & Matsuoka, Y. J: Generalizability of 
findings from a randomized controlled trial of fish oil supplementation for attenuating posttraumatic 
stress symptoms among rescue workers in Japan. Psychotherapy and Psychosomatics 87(2): 114-115, 
2018. 

7) Noguchi H, Nishi D, Matsumura K, Hamazaki K, Hamazaki T, Matsuoka JY: Effects of 
docosahexaenoic acid on the quality of life in survivors of traumatic injury: a randomized, placebo-
controlled trial. Prostaglandins Leukot Essent Fatty Acids 127: 1-5, 2017. 

8) Yamashita A, Noguchi H, Hamazaki K, Sato Y, Narisawa T, Kawashima Y, Usuki M, Nishi D, 
Yoshimasu H, Horikawa N, Matsuoka JY: Serum polyunsaturated fatty acids and risk of common 
mental disorder after acute coronary syndrome: a prospective cohort study. Journal of Affective 
Disorders 218: 306-312, 2017. 

9) Susukida R, Crum RM, Ebnesajjad C, Stuart EA, Mojtabai R: Generalizability of findings from 
randomized controlled trials. application to the National Institute of Drug Abuse Clinical Trials 
Network. Addiction, 112(7): 1210-1228, 2017. 

10) Okumura Y, Sakata N, Takahashi K, Nishi D, Tachimori H: Epidemiology of overdose episodes from 
the period prior to hospitalization for drug poisoning until discharge in Japan: an exploratory 
descriptive study using a nationwide claims database. Journal of Epidemiology 27: 373-380, 2017. 

11) Matsumura K, Noguchi H, Nishi D, Hamazaki K, Hamazaki T, Matsuoka YJ: Effects of omega-3 
polyunsaturated fatty acids on psychophysiological symptoms of post-traumatic stress disorder in 
accident survivors: a randomized, double-blind, placebo-controlled trial. Journal of Affective Disorders 

精神保健研究所年報　第 31 号

－ 28 －



 
 

 29  
 

224: 27-31, 2017. 
12) Sato M, Noda T, Sugiyama N, Yoshihama F, Miyake M, Ito H: Characteristics of aggression among 

psychiatric inpatients by ward type in Japan: using the Staff Observation Aggression Scale - Revised 
(SOAS-R). International Journal of Mental Health Nursing 26(6): 602-611, 2017. 

13) Kaufmann, CN, Susukida R, Depp CA: Sleep apnea, psychopathology, and mental health care. Sleep 
Health: Journal of the National Sleep Foundation 3(4): 244-249, 2017. 

14) Hollinger KR, Woods SR, Adams-Clark A, Choi SY, Franke CL, Susukida R, Thompson C, Reti IM, 
Kaplin AI: Defense automated neurobehavioral assessment accurately measures cognition in patients 
undergoing electroconvulsive therapy for major depressive disorder. The Journal of ECT 34(1): 14-20, 
2018. 

15) Ishikawa H, Kawakami N, Kessler R.C, & World Mental Health Japan Survey, Collaborators (Ono Y, 
Nakane Y, Nakamura Y, Fukao A, Horiguchi I, Tachimori H, Iwata N, Uda H, Nakane H, Watanabe 
M, Oorui M, Funayama K, Naganuma Y, Furukawa TA, Kobayashi M, Ahiko T, Yamamoto Y, 
Takeshima T, Kikkawa T: Lifetime and 12-month prevalence, severity and unmet need for treatment 
of common mental disorders in japan): results from the final dataset of world mental health japan 
survey. Epidemiol Psychiatr Sci 25(3): 217-229, 2017. 

16)
 31(64) 57-61 2018. 

17)  
 31(64) 33-41 2018. 

 

1) , ,  , , 
2  59 369-377 2017. 

2)  
.  17(3) 329-332, 2017. 

3)  20(9 1027-
1031 2017. 

4)  .  36(11) 20-
24, 2017. 

5)  630 .  36(11)
35-41, 2017. 

6)  .  
15(2) 51-57, 2017. 

7)   .  23(1) 39-47, 2018. 
8)  77(1) 15-17, 2018. 
9) Depression Strategy 

 8(1) 1-3 2018. 
10)  17(2) 226-227 2017  
11)  17(3) 342-345 2017  

 

1)  PTSD
pp209-218 2017. 

Ⅱ 研 究 活 動 状 況

－ 29 －



31  
 

 30  
 

2) pp49 -56 2017. 
 

1)

29  2018. 
2)

29  2018. 
3)

 
29  2018. 

4)

29  2018. 
5)

29  
2018. 

6)
C
29  2018. 

7) NDB

 29  2018. 
8)

( 29  2018. 
9)  

29  2018. 
10)   3

29  2018. 
11)  (

29  2018. 
12)  (

29  2018. 
13)  

29  2018. 
14)

28  2018. 
15)

29  2018. 

精神保健研究所年報　第 31 号

－ 30 －



 
 

 31  
 

16) B
29  2018. 

17)

29  2018. 
18)

29  2018. 
19)  ICT

NCD DPC
29  2018. 

20)

29
 2018. 

21) C
29  2018. 

22)
29  

2018. 
23)  

29  2018. 
24)  

29  
2018. 

25) (C)
29  2018. 

26)
29  

2018. 
27)  

/
29  

2018. 
28)  ( (C)

29  2018. 
29)  B) 

29  2018. 
30)  PD)

3 29  2018. 
31)  (A) 20

29  2018. 
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1) , , ,  Legato4(1) pp4-11 2018. 
2) , , , , ,  

  
36(10) 12-19 2017. 

3)  .  32 18-24, 
2017. 

4)   109 12-
13 2017  
 

1) Yamanouchi Y Presentations by quality matters working group. Asian Consortium of National 
Mental Health Institutes 2nd Annual Meeting and Frontiers in Mental Health Symposium (FMHS) 
2018:“Advancing Research in Depression and Psychosis”. Singapore, 2018.3.5. 

2)  . 
16 2017.6.11. 

3) 113
2017.6.24. 

4) 630
2017.7.6. 

5) 4
2017.7.8. 

6)
2017.7.27. 

7) JMM
2017.7.29. 

8)  Su KP   3
26 2017.9.22-23. 

9)  3
39 47

2017.9.30. 
10) ,

2017.11.1. 
11) , 71

2017.11.10. 
12) Nishi D, Su KP: Efficacy of omega-3 PUFAs on depressive symptoms among expectant mothers: 

Collaborative trials in Japan and Taiwan. The 7th Mind-Body Interface International Symposium. 
Taiwan 2017.11.3-4. 

13)
29

2017.4.8. 
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14)  
24 2017.12.3. 

 

1) Nishi D, Su KP: The synchronized trial on expectant mothers with depressive symptoms by omega-3 
fatty acids. International Society for Nutritional Psychiatry Research. USA, 2017.7.30-8.2. 

2) Kodaka M, Matsumoto T, Takai M, Yamauchi T, KawamotoS, Kikuchi M, Tachimori H, Katsumata 
Y, Shirakawa N, Takeshima T: Suicide risk among individuals who verbally express their own death 
A case control psychological autopsy study in Japan. XXIX IASP World Congress. Malaysia, 
2017.7.18-22. 
Nishi D: Omega-3 fatty acids for depression during pregnancy. Asian Consortium of National Mental 
Health Institutes 2nd Annual Meeting and Frontiers in Mental Health Symposium (FMHS) 
2018:“Advancing Research in Depression and Psychosis”. Singapore, 2018.3.7.
Usuki M: Reforming mental health statistics in Japan. Asian Consortium of National Mental Health 
Institutes 2nd Annual Meeting and Frontiers in Mental Health Symposium (FMHS) 
2018:“Advancing Research in Depression and Psychosis”. Singapore, 2018.3.7.

5)   
. 16 2017.6.10-11. 

6)    
 

. 113 2017.6.22-24. 
7)

 2 6
 59

2017.6.15. 
8)

75 2017.6.24-25. 
9)  

36 2017.7.6-7. 
10)  

3
2017.8.4-5. 

11)  
160

2017.9.13-15. 
12)    Quality of Life

: . 26 2017.9.22-23. 
13)

2017.11.3. 
14)    

. 30 2017.11.17-18.  
15)   .

EPDS . 30
2017.11.17-18. 
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1) 2017.8. 
2) 6 2017.8. 
 

1) Yamanouchi Y Severe mental illness policy overview in Japan. Mental Health and Community 
Integration. Hong Kong, 2017.11.25. 

2)  / 2017.5.1. 
3) / 

2017.5.3. 
4) 2017.5.18. 
5) 11 2017.5.28. 
6)  PTG. 5 PTG 2017.5.13. 
7) 2  / 5

2017.6.7. 
8) 2017.6.11. 
9)  . 

2017.6.24. 
10)

, 2017.9.7. 
11)

IBM , 2017.9.22. 
12)  . 2017.9.25. 
13)

2017.10.5. 
14) 6 2017.10.12. 
15)

2017.10.31. 
16)  2017.10.31. 
17)  14 2017.11.23. 
18) 24

2017.12.2. 
19) 29 2017.12.2. 
20) 44

2017.12.6. 
21)  29

19 2017.12.6. 
22)  . 

2017.12.15. 
23) 29

2018.1.19. 
24) 2040 7 2018.2.3. 
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25)
2018.3.10. 

 

1)  
2)  

1)   54
2017.9.27-29. 

  

1) 630 NDB 54
2017.9.27-29. 

2)  . 4 NCNP 2017.8.25. 
3) 54

2017.9.27-29. 
4)  54

2017.9.27.-29. 
5)  . 29

2017.12.2. 
6)  . 48

2018.2.18. 
7) 2017.8.30. 
8)  2018.1.12. 
9) 2018.2.22. 
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3

10 5
21 1 3

 
 

 1  
 2  
 3  

 
 1  
 2  
 3  

 
 1  
 2  
 3  

 

6 , 12
   

  

11
  

 

 
1995 12

15 64 5,000
250 2017 9 10 2,905

58.1% 2,899 51.4% 43.2
1.4% 1.1% 0.5% 0.3%

0.2%
2009 133
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10 30
29

   
 

553
11.6% 2015 18.4% 10.7%
2015 18.4% 2016 11.2% 2015 2017 

 
 

Drug Addiction Rehabilitation Center, DARC

28
46

695 29 6 1 6
88% 1 77%

 
 

4 61 143
1 HIV

4 HIV 4 MSM Men who have Sex with Men

 ,  
 

4
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3 1) 
1

2 1 2) 
3) 

e-SMARPP 29
 

 

Voice Bridges Project

29 3 29 12 23

14.3%
29 12 23

29
 

HIV HIV

3 HIV 362
HIV n=197 ARV

n=24 n=173
HIV RUSH

DAST-20

29  
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29
 

 

NCNP
SMARPP

SMARPP
Pearson's chi-square test p=0.025

30 Mann-Whitney's U test p=0.013
30 5 Mann-Whitney's U test

p=0.015 5 Mann-Whitney's 
U test p=0.016 SMARPP SMARPP

1 29
 

 

fMRI
1

2 fMRI
 

29
NCNP

30 1
NCNP

CRC fMRI
10

CRC visit
0

29 : 
 

 

29
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ICD-10

29
 

 

fentanyl FN acrylfentanyl Acr furanylfentanyl FuF
tetrahydrofuranylfentanyl THFF

Acr=FN>FuF>>THFF
4

CHO-μ

Acr= FuF>> FN >THFF 4
FN Acr FuF THFF μ

) 
 

CHO HEK-293 CB1 5HT

-

-

AMED

 

C
F
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31 19 , 9
29  

 
C

 

 

Psychiatry and Clinical Neurosciences Reviewer

 

. 
 

,

PTA
29

   
 

. 

,
 

 
NPSs

EMCDDA European Monitoring Centre for Drugs and 
Drug Addiction  

ASEAN Training on 
Monitoring and Evaluation of Preventive Drug Education Programmes ASEAN,
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8 9  

1) Kodaka M, Matsumoto T, Yamauchi T, Takai M, Shirakawa N, Takeshima T: Female suicides: 
psychosocial and psychiatric characteristics identified by a psychological autopsy study in Japan
Psychiatry and Clinical Neurosciences71: 271-279, 2017  

2) Fujimori M, Hikiji W, Tanifuji T, Suzuki H, Takeshima T, Matsumoto T, Yamauchi T, Kawano K, 
Fukunaga T: Characteristics of cancer patients who died by suicide in the Tokyo metropolitan area
Japanese Journal of Clinical Oncology 47(5): 458-462, 2017  

3) Kodaka M, Hikitsuchi E, Takai M, Okada S, Watanabe Y, Fukushima K, Yamada M, Inagaki M, 
Takeshima T, Matsumoto T: Current implementation of and opinions and concerns regarding 
suicide education for social work undergraduate students in Japan: a cross-sectional study. Journal 
of Social Work Education 54(1): 79-93, 2018. 

4)  

37(2) 25-34 2017. 
5)  

 
52(5) 141-155 2017. 

6)  H
IV 20(1): 3
2-40, 2018. 

7)
19(2) 93-98 2018  

1)
63 53-61 2017  

2) 5. 3) 
 38 S137-146 2017  

3)  46(4) 437-442 2017  
4)  2  24(2)

189-193 2017  
5)  26(2) 134-141 2017  
6)   

 17(3) 251-256 2017. 
7)  15(1) 49-57 2017. 
8)  20(9) 975-982 2017. 
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9)   
 81(9) 730-736 2017. 

10)  No.39 
2 85-89 2017. 

11)  No.39 
2 90-94 2017. 

12) -  2017 10 1048
112-119 2017. 

13)  
143 36-41 2017. 

14)  17(6) 814-817 2017. 
15) Locomotive Pain Frontier 6(2) 46-47 2017  
16) 32(11) 1403-1404 2017. 
17)

32(11) 1405-1412 2017. 
18) 32(11)

1483-1491 2017. 
19)  Voice Bridges Project

32(11) 1445-1451 2017. 
20)  19(1) 31-34 2017. 
21)  119(12)

911-917 2017. 
22)  ABC130 149-150 2018. 
23) -

80 17-20 2018. 
24) Be 130 48-52 2018. 
25)   

49(1) 10-16 2018. 
26) 23(2) 121-129 2018. 
27) 1(2)  

12-15 2018. 
28)

36 16-20 2017  
29) HIV 43(2) 270-278 2017  
30) 32(11) 1433-1438 2017. 
31) 50(3)

1805-1812 2018. 
32)  

32(11) 1427-1431 2017   
33) , , 

43(6) 876-872 2017  
34) 17 4 518-519

2017  
35) 31 51-56 2018  
36)  
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32(11) 1453-1457 2017. 
37)

7 35-51 2017
38) 45(15) 195-203 2017  

1)

2017. 
2)

 2017. 
3) 12 8   

pp164-177 2017  
4) column12  

  pp273-274 2017  
5) 1   336 2017-2018

pp1646-1648 2017. 
6) 05  

pp51-61 2017. 
7) 09  

pp96-105 2017. 
8) 4   2  

  
pp74-79 2017. 

9)  -  1
 

pp196-203 2017. 
10) 2017. 
11) 2017. 
12) 2017. 
13) 2017. 
14)     

2017. 
15)    VOL.6  

2017. 
16)    

2017. 
17) 2018. 
18)  2018. 
19)

Excellent Pharmacy5 1 pp7-8 2017. 
20)    

 4 pp88-108 2017  

1)  
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29 pp1-8 2018  

2)
 

29  
pp9-30 2018. 

3) 29
29

. 2018  
4)

29

29 pp1-16 2018  
5) 29

29
pp17-25, 2018  

6)
29

29 pp1-6 2018. 
7)   2017 12

29

29 pp7-148
2018. 

8) 29

29 + pp56-76 2018. 
9) 27

29

27-29 pp121-124 2018. 
10) 29

29 pp107-118 2018  
11)

 29 pp93-106 2018  
12) , , , , , 

29
2018  
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1     
  PTSD M

2017. 
 

1)
k-peace pp8-11 2017  

2) 43 2
pp291-292 2017  

3)  Legato 3(2)
68-76 2017  

4)
2017.6.1  

5)   6-11 2017. 
6)

 26(3) 177-178 2017. 
7)   26(3) 179-181 2017. 
8)  47(8) 32-33 2017. 
9)  47(10) 6-11 2017. 
10)  4878 66-67 2017. 
11)   

!? 99 52-58 2017. 
12) 32(4) 24-35

2018. 
13) JMSAAS 2(2) 6 2018. 
14) (1) 2017.4.15. 
15) (2)

2017.5.15. 
16) (3)

2017.6.15. 
17) 1694

2017.7.18. 
18) 1694

2017.7.18. 
19) 1694

2017.7.18. 
20)  

No Drug! PTA 2018.2. 
21) BP 2018.3. 
22)

KNOW 98 2-4 2017. 
23)

GAIA 2017  

精神保健研究所年報　第 31 号

－ 46 －



31  
 

 47  
 

 

1) 2
23 2017.6.17  

2) 35 113
2017.6.23  

3) 64
113 2017.6.24  

4) 5 51
2017.7.21. 

5)  3
2017.8.6. 

6)  8  Voice 
Bridges Project 29 2017.9.9. 

7) 9 29
2017.9.9. 

8) 2
2017.9.1. 

9) 1 2017.9.24. 
10) 7 58

, 2017.10.6. 
11) -

31 2017.11.24. 
12) 31

2018.2.17. 
13) 37

2018.3.2. 
14) 23

2018.3.17. 
15) 9

2018.2.9. 
16)

50 2017.10.9. 
17) Shimane T Epidemic and decline of new psychoactive substances in Japan: Data from nationwide 

survey on drug use, 2017 Expert meeting, Prevalence and patterns of drug use among the general 
population (GPS), EMCDDA, Portugal, 2017.6.6-7. 

18) Shimane T Drug Use and Prevention Education for Youth: Data from a Nationwide Survey in Japan
ASEAN Training on Monitoring and Evaluation of Preventive Drug Education Programmes, 
Philippines 2017.12.6. 

19)  
36 2017.7.7. 

20)
8

39 2017.9.9. 

Ⅱ 研 究 活 動 状 況

－ 47 －



 
 

 48  
 

21)  
"CHANCE" ! 52

2017   
22) , , , , 

DARC 52
2017   

23) , , , 
39 2017   

24) , ,  
2018   

25) TC

65 2017.10.22. 
26)

52
2017.9.8. 

27)   
27 2017.6.24. 

28)  7
29

2017.9.9. 
 

1) Kodaka M, Matsumoto T, Takai M, Yamauchi T, Kawamoto S, Kikuchi M, Tachimori H, Katsumata 
Y, Shirakawa N, Takeshima T Suicide risk among individuals who verbally express their own death: 
a case control psychological autopsy study in Japan. The 29th World Congress of the International 
Association for Suicide Prevention, Malaysia, 2017.7.19. 

2) Takai M, Kawamoto S, Yamauchi T, Kawano K, Kodaka M, Fukunaga T, Matsumoto T, Takeshima 
T: Exploration of support needs for bereaved family shortly after suicide: the psychological autopsy 
study in Japan. 29th World Congress of the International Association for Suicide Prevention, 
Kuching (Sarawak), Malaysia, 2017.7.18-22. 

3) Takano A, Miyamoto Y, Matsumoto T, Kawakami N: Satisfaction and usability of a web-based 
relapse prevention program for Japanese drug users. the 21st East Asian Forum of Nursing Scholars 
& 11th International Nursing Conference, Korea, 2018.1.11-12. 

4) Funada M, Tomiyama K: Identification of new psychoactive substances: opioid receptor agonist in 
CHO cells expressing the cloned human mu opioid receptor. College on problems of drug dependence 
(CPDD) 79th Annual scientific meeting, Canada, 2017.6.20. 

5) Takano A, Miyamoto Y, mMatsumoto T, Kawakami N Satisfaction and usability of a web-based 
relapse prevention program for Japanese drug users the 21st East Asian Forum of Nursing Scholars 
& 11th International Nursing Conference, Korea, 2018.1.12. 

6)   
e-SMARPP 29

2017.9.9. 
7)  

Voice Bridges Project 37 2018.3.1-2. 

精神保健研究所年報　第 31 号

－ 48 －



31  
 

 49  
 

8) AM2201 29
2017.9.8.  

9)  
(2)

29
2017.9.8. 

10)  HIV HCV
29

2017.9.9. 
11) TC

65 2017.10.22. 
12)

52
2017.9.8. 

13)  
29 2017.9.8. 

 

1)
29

2018.3.9. 
2) 29

2018.3.9. 
3) 29

2018.3.9. 
4) 2017 29

2018.3.9. 
5)

29

2018.3.9. 
6) 29

2018.3.9. 
7) 29

2018.3.9. 
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1)  5 2017.5.9  
2)  2017.5.14  
3)  29

2017.5.17  
4) 333-E

2017.5.19  
5)

2017.5.26  
6)  57

NABA 2017.5.28  
7) 14

2017.6.2  
8)

2017.6.3  
9) 2017.6.13  
10)  

2017.6.20  
11)

2017.7.1. 
12)  

2017.7.2. 
13) - -

 29 2017.7.11. 
14) MSD  SLEEP 

SYMPOJIUM2017 2017.7.12. 
15)  29

1 2017.7.19. 
16)

 1 2017.7.23. 
17) 6

2017.7.29. 
18)  2017.8.2. 
19) AIDS  24 AIDS in 

YOKOHAMA 2017.8.4. 
20)

 29 2017.8.7. 
21)  

29 2017.8.8. 
22) SMARPP  2017.8.21. 
23) NPO 3Keys

 15 Child Issue Seminer 2017.8.23. 
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24)
 2017 2017.8.25. 

25)
 2017.8.26. 

26)  29
2017.8.28. 

27)  
2017.9.2. 

28)
 29 2017.9.12. 

29)  
2017 IYF Mind Conference 2017.9.13. 

30)
 2017.9.19. 

31)
 2017.9.23. 

32)

 2017.9.27. 
33)

 29 2017.9.29. 
34)  AIDS

in 2017.9.30. 
35)  1 2017.10.3. 
36)  

2017.10.6. 
37)  3 

2017.10.8. 
38) 29 2

2017.10.11. 
39)  

2017.10.11. 
40)

 2017.10.15. 
41)  

Sotto  Sotto 2017.10.18. 
42) MSD  Tokyo Clinical Conference

2017.10.20. 
43)  in

2017.10.21. 
44)

 in 2017.10.22. 
45)

 29 2017.10.25. 
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46)  
2017.10.27. 

47)  
  

2017.10.29. 
48)

 29 2017.10.31. 
49)  29

2017.11.5. 
50)

 29 2017.11.11. 
51)  

2 2017.11.11. 
52) SMARPP  9

2017.11.13. 
53)  9

2017.11.13. 
54)  29 56

2017.11.17. 
55)

2017.11.20. 
56)

 2017.11.21. 
57)  

2017.11.22. 
58)

 2017.12.3. 
59)

 29 2017.12.4. 
60)

 29 2017.12.5. 
61)  49

2017.12.6. 
62)  

IN 2017.12.8. 
63)   

2017.12.9. 
64)  

2017.12.13. 
65)  5

2017.12.18. 
66)  

2017.12.22. 
67)  49
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2017.12.26. 
68) - -  

29 2017.12.27. 
69)  

2018.1.10. 
70)  

   13 2018.1.14. 
71)  

2018.1.16. 
72)     

2018.1.19. 
73)  

2018.1.22. 
74) 53 2018.1.24. 
75) NPO  

2018.1.26. 
76)  3

2018.1.27. 
77)  

 2018.1.28. 
78) /  Web

2018.1.30. 
79)

    
2018.2.2. 

80)  
2018.2.7. 

81)
 29 2018.2.9. 

82) 29 2018.2.18. 
83)    

2018.2.20. 
84)  

21 2018.2.23. 
85)  

 2018.2.25. 
86)  

2018.2.28. 
87) SMARPP  

2018.2.28. 
88) DARC

 15 2018.3.3. 
89)  

2018.3.4. 
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90) MSD  
2018.3.10. 

91)
 2018.3.11. 

92)  11
2018.3.13. 

93)  2017
2018.3.18. 

94)   29 3
2018.3.20. 

95) MSD  4
2018.3.31. 

96) 29

2017.11.24  

97) 29
2018.1.31. 

98) 29

2018.2.2.  
99)

29 2017.5.13. 
100)

 70 2017.5.20. 
101)

2017.7.4. 
102) 2017.7.4. 
103) 2017.7.4. 
104)  

2017.8.1-2. 
105) 33

2017.8.6. 
106) 29

2017.9.3. 
107) 29

2017.11.17. 
108) 29

2017.11.24. 
109)

2017.11.28. 
110)

2018.1.17. 
111) 29 1

2017.6.2. 
112) 2017.6.6. 
113) 2017.6.21. 

精神保健研究所年報　第 31 号

－ 54 －



31  
 

 55  
 

114)
2017.7.7. 

115)
2017.7.19. 

116)
2017.8.1. 

117)
2017.8.16. 

118) 2017.9.20. 
119)

2017.9.26. 
120) NO 2017.10.8. 
121) NO

GAIA 2017.10.14. 
122)

2017.10.25. 
123)

2017.10.27. 
124)

2017.11.29. 
125)

GAIA 2017.12.9. 
126) 29

2018.2.5. 
127) 2018.2.6. 
128)

2018.2.16. 
129) 29 4

2018.2.27. 
130) Amity

2017.7.4. 
131) 2017.10.14. 
132) 2017.11.25. 

 

1)    
2)    
3)    
4) :  
5)
6)

Ⅱ 研 究 活 動 状 況

－ 55 －



 
 

 56  
 

7)
8)  
9)  

1) 15 2 113
2017.6.23  

2)  7 
29 2017.9.9. 

3) 9 &
29 2017.9.9. 

4) 3 
25 2017.11.2. 

5)  37 2018.3.2. 
6) 5 52

2017.9.9.  
 
   
1)    
2)  
3)  
 

1) 19  
2) 31  
3) 9   
4)  
5) from

2017.9.25. 
6)

2017.12.9. 
7)  in 

2018.2.18. 
8)

2018.2.25. 

1)  1
2017.4.26  

2)
29 2017.5.20  

3) 29
2017.5.24  
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4) / 29
2017.6.30  

5)
2017.6.30  

6)  110
 25 2017.7.8. 

7)
 2017.7.11. 

8)  
29 2017.7.14. 

9)  25
2017.7.17. 

10)  25
2017.7.17. 

11)  29
2017.8.20. 

12)
 2017.9.4. 

13)
 31 19 2017.9.6. 

14)  18
2017.11.18. 

15)
 29 2018.1.17. 

16)  
  44 5

 2018.2.5. 
17) 29

2017.9.5. 
18) HIV

 1 HIV/AIDS 2017.6.23. 
19) 29

2017.7.12. 
20)

2017.8.6. 
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1) Tanahashi T, Kawai K, Tatsushima K, Saeki C, Wakabayashi K, Tamura N, Ando T, 
Ishikawa T: Purging behaviors relate to impaired subjective sleep quality in female patients 
with anorexia nervosa: a prospective observational study. BioPsychoSocial Medicine 11: 22 , 
2017. 

2) Takeuchi H, Taki Y, Nouchi R, Yokoyama R, Kotozaki Y, Nakagawa S, Sekiguchi A, Iizuka 
K, Yamamoto Y, Hanawa S, Araki T, Miyauchi CM, Sakaki K, Nozawa T, Ikeda S, Yokota S, 
Daniele M, Sassa Y, Kawashima R: Allergic tendencies are associated with larger gray 
matter volumes. Scientific Reports 8(1): 3694, 2018. 

3) Takeuchi H, Taki Y, Nouchi R, Yokoyama R, Kotozaki Y, Nakagawa S, Sekiguchi A, Iizuka 
K, Yamamoto Y, Hanawa S, Araki T, Miyauchi CM, Shinada T, Sakaki K, Sassa Y, Nozawa 
T, Ikeda S, Yokota S, Daniele M, Kawashima R: Global associations between regional gray 
matter volume and diverse complex cognitive functions: evidence from a large sample stud. 
Scientific Reports 7(1): 10014, 2017. 

4) Nakagawa S, Takeuchi H, Taki Y, Nouchi R, Kotozaki Y, Shinada T, Maruyama T, Sekiguchi 
A, Iizuka K, Yokoyama R, Yamamoto Y, Hanawa S, Araki T, Miyauchi CM, Magistro D, 
Sakaki K, Jeong H, Sasaki Y, Kawashima R: Lenticular nucleus correlates of general self-
efficacy in young adults. Brain Structure and Function 222(7): 3309-3318, 2017. 

5) Tatewaki Y, Mutoh T, Benjamin T, Omodaka K, Murata T, Sekiguchi A, Nakazawa T, Taki 
Y: Phase difference-enhanced magnetic resonance (MR) imaging (PADRE) technique for the 
detection of age-related microstructural changes in optic radiation: comparison with 
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6) Takeuchi H, Taki Y, Nouchi R, Yokoyama R, Kotozaki Y, Nakagawa S, Sekiguchi A, Iizuka 

K, Yamamoto Y, Hanawa S, Araki T, Miyauchi CM, Shinada T, Sakaki K, Sassa Y, Nozawa 
T, Ikeda S, Yokota S, Daniele M, Kawashima R: Refractive error is associated with 
intracranial volume. Scientific Reports 8(1): 175, 2018. 
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Nakagawa S, Miyauchi CM, Iizuka K, Yokoyama R, Shinada T, Yamamoto Y, Hanawa S, 
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2) Sekiguchi A, Kotozaki Y, Sugiura M, Nakagawa S, Nouchi R, Miyauchi CM, Takeuchi H, 
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from a longitudinal resting state fMRI study. Society for Neuroscience 2017, USA, 
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(1)

1)   Kamio Y, Takei R, Stickley A, Saito A, Nakagawa A: Impact of temperament and autistic 
traits on psychopathology in school-age children. Personality and Individual Differences. 
Doi.org/10.1016/j.paid.2017.11.034 

2)   Oi M, Fujino H, Tsukidate N, Kamio Y, Yoshimura Y, Hasegawa C, Kikuchi M, Gondou 
K, Matsui T: Quantitative communicative impairments ascertained in a large national 
survey of Japanese children. J Aut Dev Disord 47(10): 3040-3048, 2017.  

3)   Ohta M, Matsuo J, Sato N, Teraishi T, Hori H, Hattori K, Kamio Y, Kunugi H: 
Correlation of reduced social communicational and interactional skills with regional 
grey matter volumes in schizophrenia patients. Acta Neuropsychiatr 29 (6): 374-381, 
2017.  

4)   Tachibana Y, Miyazaki C, Ota E, Mori R, Hwang Y, Kobayashi E, Terasaka A, Tang J, 
Kamio Y: A systematic review and meta-analysis of comprehensive interventions for pre-
school children with autism spectrum disorder (ASD). PLOS ONE 12(12): e0186502. 
https://doi.org/10.1371/journal.pone.0186502. Dec 6, 2017.  

5)   Aoki S, Hashimoto K, Mezawa H, Hatakenaka Y, Yasumitsu LK, Suganuma N, Ohya Y, 
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6)   Akimoto Y, Takahashi H, Gunji A, Kaneko Y, Asano M, Matsuo J, Ota M, Kunugi H, 
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underlying situational context integration during irony comprehension: a 
magnetoencephalography source localization study. Brain and Language: Sep 27;175:42-
46. doi: 10.1016/j.bandl.2017.09.002. 

7)   Stickley A, Koyanagi A, Takahashi H, Ruchkin V, Inoue Y, Kamio Y: Attention-
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based study. European Psychiatry 45: 227-234, 2017. 
doi:http://dx.doi.org/10.1016/j.eurpsy.2017.07.010 
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outcomes. J Aut Dev Disord 47(11): 3333-3346, 2017.  
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1) Takahashi H, Kamio Y: Acoustic startle response and its modulation in schizophrenia 
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Pii:S0920-9964(17)30308-0 Doi:10.1016/j schres 2017.05.034  [Epub ahead of print] 

2) . 39(1) 75-78 2017  
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programs for suicide prevention in Japan: findings from reports on literature databases. 
The 29th World Congress of the International Association for Suicide Prevention (IASP),  
Malaysia, 2017.7.18-22. 

4) Yamada M, Kawashima Y, Odawara T, Eto N, Kawanishi C, Tachikawa H: Suicide 
prevention in college and university students: a systematic review. The 29th World 
Congress of the International Association for Suicide Prevention (IASP), Malaysia, 
2017.7.18-22. 

5) Kawashima Y, Yonemoto N, Yamada M: Implementation of a comprehensive training 
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program to prepare medical personnel for a case manager to prevent suicide attempt in 
patient after discharge from emergency department. The 29th World Congress of the 
International Association for Suicide Prevention (IASP), Malaysia, 2017.7.18-22. 

6) Kawashima Y, Yonemoto N, Yamada M: Relationship between collaborative skill and crisis 
intervention skill for suicidal patients among clinical psychologists. The 29th World 
Congress of the International Association for Suicide Prevention (IASP), Malaysia, 
2017.7.18-22. 

7) Furuie H, Yamada K, Ichitani Y: Choronic MK-801 treatment during the second, but not 
the third, postnatal week causes severe deficits in spatial working memory in adults 
rats.The 40th Annual Meeting of the Japan Neuroscience Society, Chiba, 2017.7.20-23. 

8) Hatakeyama T, Furuie H, Yamada K, Ichitani Y: Spontaneous novel object recognition, 
object location recognition, and temporal order discrimination in rats neonatally treated 
chronically with MK-801. 47th Annual Meeting of the Society for Neuroscience, USA, 
2017.11.11-15. 

9) 28
20

2017.5.26-28. 
10)   

20 2017.5.26-28. 
11) 3

27
2017.8.18-20. 

12)
19 2017.9.15-16. 

13)  
19 2017.9.15-16. 

14) 3
 26

2017.9.22-23. 
15) 28

41 2017.9.22-24. 
16)

 
41

2017.9.22-24. 
17)   

36 2017.10.27-28. 
18)  

36 2017.10.27-28. 
19)

30 2017.11.17-18. 
20)  

KNT-127
28 2017.12.16. 
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21)  
138 2018.3.10. 

22)   , 

138 2018.3.10. 
23) MK-801

2017 2017.8.30-9.1. 
24) 41

2017.9.22-24. 
25)  

81 2017.9.20-22. 
 

1)   
2 2017.10.25-26. 

2)
29 AMED

2017.11.30. 
3)  

29  
 2018.2.19. 

4) NMDA
29  

 2018.2.19. 
5)  3

39
  2018.2.27-28. 

6)  -
39

  2018.2.27-28. 
 

1) The 29th World Congress of the International Association 
for Suicide Prevention, Malaysia, 2017.7.18-22. 

2) 30 2017.11.17-18. 
3) 81 2017.9.20-22. 
4)  29  

2018.2.28. 
5) 138 2018.3.10. 

1) ACTION-J
29

1
2017.12.9-10. 
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2) 29
2018.2.3. 

3) 29
2018.2.9. 

 

 

1)  
2)  
3)  
4)  
5) Mayo Neuroscience Forum   
6)  
7) Japanese Genetics Intiative for Drug Abuse: JGIDA grup  
8)  
9)  
10)  
11)  
12)  
 

1) 41 2017.9.22-24. 
2) 9 39

47 2017.9.28-30. 
3) 1 JNRC 2017 37

2017.9.8-9. 
4) 1 JNRC 2017 37

2017.9.8-9. 
5) 3 

19 2017.9.15-16. 
6) 18 39

47 2017.9.28-30. 
 

1)  
2)  
3)  
4)  
 

1) AMED  2
2017.6.23. 

2) 3 2017.9.22. 
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3) 4 2017.11.18. 
4) 5 2018.1.28. 
5)

1 2017.8.25. 
6) 2 2017.11.24-25. 
7) 3 2017.12.9-10. 
8) 4 2018.2.3-4. 
9) 5 2018.2.10-11. 
 

1) 10
41  2017.9.22-24. 

2)
PEEC (Psychiatric Evaluation in Emergency Care) 

30 2017.11.19. 
3) 29

2018.1.13. 
 

1) . (2017). JBpress
. 

2) . (2017). JBpress
. 
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8  
 

27 5
61 3

22

24 3

  
   

  

 
  

29 9 65  
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WHO Mental Health Atlas 2017  
 

  
 

29
 

 

 

1) 17 (3) 278-283 2017  
2) 54 (6) 433-

437 2017  
3)  7(6) 6-  

11 2017  
4)

64 67-74 2018  
5)

739 14-15 2017  
6)

49(5) 749-752 2017  
 

1)
 21 2

2017 pp48-49  
2)  

21 2
2017 pp56-57  

3)  
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21 2
2017 pp53-55  

4)
 21 2

2017 pp56-57  
 

 

1) 1
64 2017.6.30. 

 

1)   
2

113 . 2017.6.22-24. 
2) 64

2017.6.30-7.1. 
3)

64 2017.6.30-7.1. 
 

 

 

1)  
2)  
 

1) 29
2017.9.6  

2)
2017.8.26.  
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9  
 

 

 
1 2 2 1 2

 
 

 
 

 

 
 

 

2 3 17 1  
 

7

300

EGUIDE

SCAP Safety Correction for Antipsychotics Polypharmacy 
and high dose
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-

shared decision making

QOL
QOL

QOL
QOL

QOL

CBT-I CBT-R
QOL NCNP

 
 

H28
Athenes insomnia scale; AIS

AIS
AIS

AIS

A4
375 AIS

n=76 11.8 n=62 7.0 n=91 9.5
n=60 7.1 n=33 5.3 n=20

8.9 n=3 5.7 n=30 7.9
n=242 AIS 4.1 AIS

CES-D
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4 23
DNA 865,848 866,118

60 6 66.5

48 2
4 8

DNA

 
 

Wnt

GSK3
Wnt

GSK3 Tg
Tg

Wnt

Wnt

Wnt
Wnt

Wnt

 
 

47  10.1 2.9
6 15 53 47  7

CCTQ-J
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DLMO
DLMO

r=.717, p<.001 DLMO r=-.028, p=.866
r=.631, p<.001 6 11

DLMO r=.411, p=.046
DLMO =.538, p<.001

=.203, p=.036
 

 
 

ISS

ISS 100lux 4
5

17 ISS
27.6 95% 14-41 3 1

1 2

Web
1072 240 22.4% 1

OR=3.666
<5h OR=3.441, 5-6h OR=2.188, 

6-7h OR=2.126 >60min OR=1.909, 30-60min OR=1.645

 
 

Hyperarousal Scale
HAS HAS 26

HAS

Hyperarousal Scale

348
171
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NHK

 
 

  

CBT
 

29 8 NCNP
2017.10.28. 

ICD-11

21
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1) Hida A, Ohsawa Y, Kitamura S, Nakazaki K, Ayabe N , Matsui K, Kobayashi M, Usui A, 
Inoue Y, Kusanagi H, Kamei Y, Mishima K: Evaluation of circadian phenotypes utilizing 
fibroblasts from patients with circadian rhythm sleep disorders. Transl Psychiatry 7: 
e1106, 2017. 

2) Katsunuma R, Oba K, Kitamura S, Motomura Y, Terasawa Y, Nakazaki K, Hida A, 
Moriguchi Y, Mishima K: Unrecognized sleep loss accumulated in daily life can promote 
brain hyperreactivity to food cue. Sleep 40, 2017. 

3) Motomura Y, Kitamura S, Nakazaki K, Oba K, Katsunuma R, Terasawa Y, Hida A, 
Moriguchi Y, Mishima K: Recovery from unrecognized sleep loss accumulated in daily 
life improved mood regulation via prefrontal suppression of amygdala activity. Front 
Neurol 8: 306, 2017. 

4) Motomura Y, Katsunuma R, Yoshimura M, Mishima K: Two days' sleep debt causes 
mood decline during resting state via diminished amygdala-prefrontal connectivity. 
Sleep 40, 2017. 

5) Okada M, Kitamura S, Iwadare Y, Tachimori H, Kamei Y, Higuchi S, Mishima K: 
Reliability and validity of a brief sleep questionnaire for children in Japan. J Physiol 
Anthropol 36: 35, 2017. 

6) Moriguchi Y, Noda T, Nakayashiki K, Takata Y, Setoyama S, Kawasaki S, Kunisato Y, 
Mishima K, Nakagome K, Hanakawa T: Validation of brain-derived signals in 
near-infrared spectroscopy through multivoxel analysis of concurrent functional 
magnetic resonance imaging. Hum Brain Mapp 38: 5274-5291, 2017. 

7) Takarada T, Xu C, Ochi H, Nakazato R, Yamada D, Nakamura S, Kodama A, Shimba S, 
Mieda M, Fukasawa K, Ozaki K, Iezaki T, Fujikawa K, Yoneda Y, Numano R, Hida A, 
Tei H, Takeda S, Hinoi E: Bone resorption is regulated by circadian clock in osteoblasts. 
J Bone Miner Res 32: 872-881, 2017. 

8) Hakamata Y, Komi S, Moriguchi Y, Izawa S, Motomura Y, Sato E, Mizukami S, Kim Y, 
Hanakawa T, Inoue Y, Tagaya H: Amygdala-centred functional connectivity affects daily 
cortisol concentrations: a putative link with anxiety. Sci Rep 7: 8313, 2017. 

 

1) Mishima K: Sleep Dsturbances as prodromes, risk factors and treatment targets in 
dementia. Minerva Psichiatrica 58(1): 26-39, 2017. 

2) CLINICIAN 64 9-15 2017  
3) 28 335-340 2017  
4) 4863 26-33 2017  
5) 49 1079-1083 2017  
6)  

 No.38 2 406-411 2017  
7)   

No.38 2 412-417 2017  
8) 

11 328-334 2017  
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9) 11
405-410 2017  

10) 120 1143-1148 2017  
11) 

120 1477-1482 2017  
12) Q&A 

CLINICAL NEUROSCIENCE 35 1478-1479 2017  
13) 11 489-493 2017  
14) 24 - 263 775-782

2017  
15) Progress in Medicine 

37 921-925 2017  
16) 56 35-38 2018  
17) 4863 34-39 2017  
18) 20 6-10

2017  
19) 11 481-488 2017  
20)    

RCT
2017 59-60 2017  

21) 
fMRI  2017 67 2017  

22) fMRI
9 72-75 2017  

23) Hayaes Marie J
76(6) 515-520 2017  

24) 
2017 72-74 2017  

 

1)   1
  

pp16-21 2017  
2)   3

  
pp26-35 2017  

3)   4
  

pp36-43 2017  
4)  1

  
pp72-82 2017  

5)  3  1
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 pp109-116 2017  
6)  3  2

 
 pp117-122 2017  

7) pp1-176 2017  
8)  

ABC130  pp93-99 2018  
9)  

BP pp1-240 2017  
10)   2 ICD-11

 29   
pp7-14 2017  

11)   3
  

pp65-70 2017  
12)  7

  
pp172-176 2017  

13)  8 CBT-I
  

pp177-182 2017  
14)   2

CBT-I 4)
  

pp103-108 2017  
 

1)

29
. pp.5-17, 2018. 

2)

29
. pp.37-42, 2018. 

3)

pp.1-6, 2018. 
 

1) 54
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2017.11.30. 
2)  42

2017.6.30 
3)  2017

2017.10.29 
 

1) Hida A Symposium Sleep Brain Why do we need sleep? in JAGFoS2017 Germany
2017.9.21-24  

2) Hida A Symposium Pathophysiology of circadian rhythm sleep-wake disorder The 
6th Annual IIIS Symposium Tokyo 2017.12.14  

3) Hida A Planned Symposium Mental and physical disorders attributable to 
desynchronization between social time requirements and an individuals sleep-wake 
rhythm 95 2018.3.28-30  

4) Kitamura S Symposium The usefulness of actigraphy for the assessment of sleep and 
metabolic problems International Conference of Occupational Health and Safety 
(ICOHS) 2017 Indonesia 2017.11.1-2  

5) Symposium Chair Interdisciplinary Fields in Sleep Science Symposium
2017 JSSR International Forum on Somnology 2017

2017.4.2  
6) 16

2017.4.22  
7)  

2017.5.11  
8) 8

2017.5.13  
9) Up-To-Date

2017.5.16  
10) Circadian Rhythm Forum

2017.5.31  
11)

32 2017.6.15  
12)

29 23
2017.6.17  

13)
42 2017.6.29-30  

14)
42 2017.6.29-30  

15) -
113 2017.6.22-24  

16)
42 2017.6.29-30.  

17) BA-A 42
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2017.6.29-30  
18) 29

2017.7.23  
19) Web

2017.7.6  
20)

2017.7.19  
21)

431 2017.9.14  
22) Rhythn and Blues

2017.9.15  
23)

2017.9.20  
24)

2017.9.21  
25) 386

2017.9.26  
26)

2017 2017.9.29  
27)

2017.10.25  
28)

27 2017.11.3  
29)

2017.11.8  
30) Risk 

Management Seminar in Osaka 2017.11.22  
31) 3

2017.11.24  
32) -

- 2017.12.7  
33) 2017 2017.12.16-17  
34)

2018.1.26  
35)

7 OB 2018.3.10  
36) 42

2017.6.29-30  
37) 24

2017.10.28-29  
38) 37

2017.09.12. 
39) Hida A Workshop Evaluation of circadian phenotypes utilizing fibroblasts from 

patients with circadian rhythm seep-wake disorders. Bilateral NCNP-MPI-LMU 
Workshop, Germany. 2017.10.16-18. 
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40) 24
2017.10.28-29  

41) CBT I 58 
2017.6.16-17  

42) CBT-I
42 2017.6.29-30  

43)
2017.7.8  

44)  
  2017.7.23  

45)
29 2017.7.28  

46) CBT-I  
24 2017.10.4-5  

47)
2018.1.26. 

 

1) Kitamura S Hida A Yoshimura M Mishima K: Incidence of circadian misalignment 
during stay in low-level light environments. The 13th International Congress of 
Physiological Anthropology, UK, 2017.9.12-15. 

2) Ayabe N Takeda H Mishima K: Two-year recording sense of burden in daily activities 
to manage seasonal affective disorder a case report. 47th Annual Congress of the 
European Association for Behavioral and Cognitive Therapies (EABCT'17) Slovenia, 
2017.9.13-16. 

3) Katsunuma R, Motomura Y, Itasaka M, Yoshimura M, Moriguchi Y, Mishima K: The 
neural associations of pleasantness in moral judgements with sleep deprived.  
Australasian Society for Social and Affective Neuroscience, Australia, 2017.6.15. 

4)
 

42 2017.6.29-30. 
5)   

42 2017.6.29-30.  
6)

42 2017.6.29-30. 
7)    

RCT  
42 2017.6.29-30. 

8)     
 Hyperarousal Scale

 14 / 17
2017.7.21-23. 

9)
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42 2017.6.29-30. 
10)

24
2017.11.4-5. 

11)
42 2017.6.29-30. 

12)
fMRI

76 2017.11.18-19. 
13) ,  , , 

. 76 2017.11.18-19. 
14) ( )

42
2017.6.29-30. 

15)  

42 2017.6.29-30. 
16)  

 Dinges DF
42 2017.6.29-30. 

17)
75 2017.6.24-25. 

18)
PMLs 42 2017.6.29-30. 

 

1) QOL
2017.5.14. 

2) ( )

2017.5.16. 
3)  

2017.5.17. 
4)  

2017.11.20. 
5)  

2018.1.17. 
6) ( )

2018.2.5. 
7) QOL

2018.2.12. 
8)  

29  2018.2.19. 
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9)  
 29  

2018.2.19. 
10)

33
2017.12.2  

 

 

1)
2017.5.23  

2) 29
2017.9.30  

3) /
29 2018.3.8  

4)
2018.2.13  

5) 2017
2017.07.15. 

6) 2017.7.9  
7)

 2017.9.1  
8)

2017.11.30  
9)

2017.12.14  
10)   

2018.1.23. 
11)

2018.1.26. 
12)  29

2018.1.29. 
13)  29

2018.1.29. 
14)

2018.2.3. 
15)

2018.3.2. 
16)

2018.3.3. 
17)

2018.3.23. 
18)  
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2018.3.28. 
 

 

1)  
2)  
3)  
4)  
5)  
6)  
7)  
8)  
9)  
10)  
11)  
 

1)
42

2017.6.29-30  
2) Sleep Science 

Forum 2017 2017.10.21  
3) 42

2017.6.29-30. 
4) 24

2017.10.28-29. 
5) 2 75 2017.6.24-25. 
 

1) Frontiers in Sleep and Chronobiology, Associate editor. 
2) Psychiatry Journal, Associate editor. 
3) Sleep and Biological Rhythms, Advisory Board. 
4)  
5)  
6) Scientific Reports, Editorial Board. 
7)  
8) Journal of Physiological Anthropology, Handling editor. 
 

 

1) 2017
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2017.10.18  
2)

29 2017.10.5  
3)

11 2017.11.10  
4) , . 4

, 2017.8.25. 
5) . 2017 1

, 2017.4.26. 
6) CBT-I 42

2017.6.29-30  
 

1)
21 2017.4.7. 

2) Web  
!goo 2017.4.9. 

3) 21
2017.4.18. 

4)  5/5-12 18-21 2017.4.25. 
5)

 20 2017.4.28. 
6) Web 3

LBR 2017.5.1. 
7) Web NG 5 dot

2017.5.4. 
8) Web GW “ ” Dot 2017.5.5. 
9) Web

VELDT LUXTURE DIME 2017.5.7. 
10) Web QLifePro  

NCNP QLifePro 2017.5.9. 
11) NCNP

2017.5.9. 
12)

2017.5.12. 
13) GW

2017.5.12. 
14) Web NIKKEI STYLE

2017.5.18. 
15) Web VELDT 

LUXTURE GQ JAPAN 2017.5.25. 
16) Web  

SPA 2017.6.7. 
17) Web   

WEB 2017.6.16. 
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18) Web
2017.6.26. 

19) Web 8
AERA dot 2017.6.26. 

20) QUIZ-14 
DI  122 2017.6.26. 

21) Web  2017.6.28. 
22)

28-63 2017.7.1. 
23) Web 10 2

DIGITAL 2017.7.21. 
24) Web

2017.7.31. 
25) Web Forbes JAPAN 2017.8.4. 
26) 2017.8.4. 
27) 2017.8.15. 
28) Web

2017.8.19. 
29) NHK  

9 116 2017.8.21. 
30)  Kenpo News 4-7

2017.9.1. 
31) Web 2017.9.1. 
32) Web  

2017.9.4. 
33) Cafe   

7 2017.9.13. 
34) 4  

102-3 2017.9.30. 
35) Web

! Gooday 2017.11.27. 
36) Web

2017.11.28. 
37) 2 3

15 2017.12.18. 
38) Web NIKKEI STYLE

2017.12.18. 
39) Web NIKKEI STYLE

2017.12.18. 
40) Web NIKKEI STYLE

2017.12.21. 
41) Web 54 1 Medical Tribune 2017.12.21. 
42) TV H30.3.3 2017.12.21. 
43) Web ! 1 2017.12.27. 
44) TV H30.3.24
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2018.1.18. 
45) Web

2018.1.23. 
46) Web

2018.1.29. 
47) Web

2018.1.30. 
48) Web

WEB 2018.2.1. 
49)

2018.2.1. 
50) Web ! “ ”

2018.2.5. 
51) Web 2018.2.9. 
52)

122-3 2018.2.20. 
53) TV H30.3.31

2018.2.22. 
54) Web 6

BUSINESS INSIDER JAPAN 2018.2.23. 
55) Web  

Mocosuku 2018.3.4. 
56) Web … goo 2018.3.12. 
57) Web nifty

2018.3.14. 
58) Web

QLife 2018.3.20. 
59) Web 2018.3.22. 
60) Web 2018.3.23. 
61) Web 2018.3.31. 
62) Web 54

Medical Tribune WEB 2017.12.1. 
63) Web

ONLINE 2017.12.5. 
64) Web NCNP

2017.5.9. 
65) Web  

NCNP QLifePro 2017.5.9. 
66) Web Rhythm (

) 2017.8.29. 
67)

 3 2017.10.4. 
68) Web

2017.10.4. 
69) 129  
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 5 2017.11.8. 
70) 130 ” ”

 5 2017.11.15. 
71) Web “ ” 2017.11.15. 
72)

NCNP  2 2017.6.2. 
73)  ! 2017.11.26. 
74)  5 25

77-79 2017.5.10. 
75) Web  

 2017.6.16. 
76) TV  “ ”  NHK

2017.6.18. 
77) 60  7 7 54-57

2017.6.26. 
78) Web NEWS

2017.6.27. 
79) 1 5 27 2018.1.10. 
80) Web , 

yomiDr.+ / 2017.12.25.  
81) Web  Medical 

Tribune 2017.8.1. 
82)  Medical Tribune 50 6 2017.8.3. 
83)  “ ”  17

2017.8.3. 
84) Web

2017.8.18. 
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10  
 

3

LD ADHD ASD

 

Department of Developmental Disorders
 

29  
3

ADHD
ASD LD

 
29 3

 
 13

11 10/1
10/1   

 
 

1 ADHD  

ASD
ADHD ADHD

ADHD

ADHD
ADHD

ADHD

 

ASD
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ASD
ASD

 

ADHD
LD

DCD MABC-2 Movement Assessment Battery 
for Children Age band 1

  

ASD

ALD

 
 

8

 
 

Bronx waltzer bv ADHD ASD
bv Srrm4

GABA
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7
ASD 7

NCNP
ABR 2018 1

2 3

 

7 1
 

  
 

ADHD ASD
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1) Ishii S, Kaga Y, Tando T, Aoyagi K, Sano F, Kanemura H, Sugita K, Aihara M: Disinhibition 
in children with attention-deficit/hyperactivity disorder: Changes in [oxy-Hb] on near-
infrared spectroscopy during “rock, paper, scissors” task. Brain and Development 39(5): 
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2017.8.30. 

16) Individual placement and support (IPS)/ 5  
2017.8.31. 

17) 2017 ACT 2018.1.21. 
18) 8 T-HOPE

2017.8.3 
19) 29

2017.8.22. 
20) 1000

2017.8.28. 
21) SOS, 

29
2017.10.18. 

22) 29 2
2017.12.20. 

23)  29
2017.10.14. 

24)  29
2017.11.11. 

1) Ojio Y: How many hours of sleep are enough for mental health during adolescence? NRF-JSPS 
(Korea and Japan), Bilateral Joint Research Project Seminar, Korea, 2017.12.1 

2)

2017.8.19. 
3)

2017.4.26. 
4) SDM SHARE  

2017 PPST 2017.10.18. 
5)

 11 2017.8.19.  
6) 29 1

2017.4.25. 
7)  

2017.6.15. 
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8) 1
2017.6.16.  

9) SSW

2017.10.8. 
10)

2017.10.26. 
11)

2017.11.23. 
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29 9 1
 

30 4
3  
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Short-Term 
Assessment of Risk and Treatability START Webster et al. 2009

6
 

HCR-20v3 SAPROF

26
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EMDR EMDR

EMDR
 

 

 
 

15
 

12
 

 

 

 

 

 

 
 

8 9
 

8 9  
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1) Kashiwagi H, Kikuchi A, Koyama M, Saito D, Hirabayashi N: Strength-based assessment 
for future violence risk: a retrospective validation study of the Structured Assessment of 
PROtective Factors for violence risk (SAPROF) Japanese version in forensic psychiatric 
inpatients. Annals of General Psychiatry 17: 5, 2018. 

2) Osumi T, Ohira H: Selective fair behavior as a function of psychopathic traits in a 
subclinical population. Frontiers in Psychology 8: 1604, 1-9, 2017. 

 

1) Monthly Book Medical Rehabilitation 208
59-64 2017  

2)
64 21-26 2018  

3)
17(6) 758-762 2017  

 

1) 4 (1) 1. 
pp104-107 2018

2) 4 (1) 2. 
pp107-109 2018  

3) 5 25

pp267-274 2017  
 

1)

29 pp 209-222 2018  
2)

29

2018  
3) 29

2018  
4) 2 2018

29

 
pp9-27 2018  
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5)
29

2018  
6) 1 2018

29

 pp4-7 2018  
7) 29

2018  
8) 3 2018

29

 
pp30-69 2018  

9)
29

2018  
10)

29

2018  
 

 

1)
48 2018.

2)
3(1) 57-58 2017. 

3) 1. Q&A

2018.
 

1) Structured Professional Judgement
113 32 2017.6.23-24. 

2) 17
CT 1

2017.7.21-23.
3) CBTp 17

CT 3 2017.7.21-23.
4)
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27 2017.7.28-30.
5) 6

LSW 2017.10.22. 
6)

36 2017.11.18-21.  
 

1) Kikuchi A: Dissemination of CBTp in Japan, 2017. The 19th Beckfest, Coast Coal 
Harbour, Canada, 2017.5.26. 

2) Kono T: Long-stay forensic inpatients under the Medical Treatment and Supervision Act 
in Japan. The XXXVth International Congress on Law and Mental Health, Charles 
University, Czech, 2017.7.9-14. 

3) Osumi T: Psychopathic traits and reduced autonomic responses during decision making 
of fairness norm violation. The 57th Annual Meeting of the Society for 
Psychophysiological Research, Austria, 2017.10.11-15. 

4)
13 2017.6.2-3. 

5) EMDR EMDR 12
2017.8.4. 

6)
6 2017.12.9-10.

7)
37 2018.3.1-2. 

8)
13 2017.6.2-3. 

9)  
15 2017.6.3-4. 

10) 81
2017.9.20-22. 

11)
37

2018.3.1-2. 
12)

SOTSEC-ID 113
2017.6.23-24. 

13)
SPIRiTS 37 2018.3.1-2. 

14)
37

2018.3.1-2. 
15)

37
2018.3.1-2. 

 

1) 29
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2017.4.8.
2) 29

( 2017.4.9.
3) HCR & SAPROF 2017.5.9.
4) 29  

AMED
1

2017.5.19-20.
5) 29

( 2017.6.25.
6) 29

D
2017.8.11. 

7) 29
2

2017.9.9. 
8) 29

29
2

2017.9.9. 
9)

29 2
2018.1.12-13. 

10) 29

2018.2.10. 
11) CPT 2018.2.13. 
12) 29

H28- - -001

2018.2.18. 
13)

Assertive Community Treatment (ACT)
Randomized Controlled Trial 29

2018.2.19. 
14) 4 CEPD 2018.3.10. 
15) 2018.3.14. 
16) 29

1 2017.5.20.
17) 29

2 2018.1.13. 
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18)
29

2018.2.19. 
19)

29
2018.2.19. 

20)
6

2017.10.27.
21) 29

2017.11.20.
 

1) EMDR 2017.4.2. 
2) 2017.4.15. 
3) EMDR 2017.4.22. 
4) EMDR 2017.6.13.
5) 2018.12.23. 
6) EMDR 2018.1.27.
 

1)
2017.9.27. 

 

 

1)  
2)  
3)  
4) EMDR 5  
5) EMDR  
6) EMDR  

 

1) 12 29
2018.2.19. 

 

1)  
2) EMDR  
3)  
4) EMDR 12  
5)  
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6)  
7)  
 

1)
28 12

2017.10.24-25. 
2) 2017.5.11-12. 
3) MCT

2017.7.31. 
4)

2017.8.21-22. 
5) HCR-20V3 2017.10.2. 
6) HCR-20V3

2017.10.6. 
7) HCR-20V3 2017.10.16. 
8) HCR-20V3 2017.11.7. 
9) HCR-20V3 2017.11.17. 
10) HCR-20V3 2017.11.22. 
11) HCR-20V3 2017.11.28. 
12)

SCIT 2018 2018.3.11-12. 
13) 7

2017.6.29. 
14) 2017.10.20. 
15) 6 2017.10.27.
 

1)
N3 2017.4.21. 

2)
A-2 2017.4.21. 

3)
2017.6.16.

4) 29
2017.6.19.

5)
2017.7.10. 

6) MCT
2017.7.31. 

7) 29
1  2017.8.29. 

8) 15
2017.8.31. 

9) (1)(2) 12

精神保健研究所年報　第 31 号

－ 160 －



 

 161  
 

2017.10.25.
10) General Offending Prevention Programme

2017.10.30. 
11) Back to EMDR

2017.11.25. 
12) 30

EMDR , EMDR
2017.1.27. 

13)
2018.2.4.

14) 29
2018.2.20. 

15) 5
2018.3.6.

16) XML 7
2017.6.29.

17)
2017.10.20.

18) 12
2017.10.24.

19) 12 2017.10.24.
20) 12 2017.10.24.
21) 12 2017.10.24.
22) 12 2017.10.24.
23) (1) 12

2017.10.25.
24)

29 2017.5.24.
25) 29

2017.6.4.
26) 29 1

2017.7.20-22. 
27) 29 2

2017.7.26-28. 
28) 29 3

2017.8.25-27. 
29)

2018.2.16.
30)

2018.3.3. 
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13  

28 4 1
PDCA

 

4
 

 
 

9/30
 6/1 1/31 5/1

3/31  
10/1

4/17 5/1 6/1 12/31
10/31 12/31 12/1  12/1

6/1 7/1
6/30 9/30 10/1 11/31  

 

28 4

 

29 3
29 11 1 76

30
1 20 2

 
 

28
)
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3   
1   
2   
3  
29 12

 

 
)2017 7 25

1 2
3

4 5
 

 
2018 1 20

 

 
2017

 
 

 
 

  
   

 
 NPO    

 
 

 
  

 
  

 
SNS  SOS  
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WHO JPN-92  
WHO 29 10

mhGAP WHO

29 12 WHO
30 3 WHO

Suicide Policy Research 2 1 Trends of Suicide 
and Suicide Countermeasures in Cambodia  

30 3

 
29 8 31 11

Keynote Speaker  
 

29 5 18
 

30 3 7
 

 

28
29

1741
28

 
29

 

 
,
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,  

 
 

 

 
 

 
 

 
 
 

 
27

 
 

 

30 3
30  

 

29
Program Director

29 10 12

30  
 

 29 (JSSC
2018.2.20

WHO

 
2)  

28
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2018.2.5 2018.1.13  
 

 
 28 10

29 10
 

 
 

3)  
28 4

1
29 8 22 8 24

29 29 9 19 9 20  
4)  

 

29 8 22  
 

 
 30

SOS 30 2 SOS

 
5)  
6)  

( 29 7 25
) "The General Principles of Suicide Prevention Policy Realizing a Society in Which 

No One Is Driven to Take Their Own Life Cabinet Decision, 25th July 2017 " 29 9
 

Suicide Policy 
Research 1 1  

The Present Trend of Suicide Prevention Policy in Japan 
Basic Law on Suicide Countermeasures (Law No. 85 of 2006)  
Launch of the New General Principles of Suicide Policy in Japan  
General Principles of Suicide Prevention Policy - Realizing a Society in Which No One Is  
Driven to Take Their Own Life -  

30 2 9  
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30 30

3 15  
 

IV. 
.

(1)

1) Motohashi Y, Kaneko Y, Fujita K: The present trend of suicide prevention policy in Japan. 
Suicide Policy Research: 1-7, 2017. 

2) Motohashi Y, Sakisaka K, Kaneko Y, Fujita K, Ochi M: Launch of the New General 
Principles of Suicide Prevention Policy in Japan. Suicide Policy Research: 14-15, 2017. 

3)  
64 27-31, 2017. 

4)  
Legato Vol4, 40-48. 2017. 

5)  21 12 8-11 2017. 
 

(3)  
1)   

 2017 pp45-45, 2016. 

1)   
. 

28 pp125-130 2017. 
2)  , 

28 pp84-88 2017. 
3)  :

28 pp17-22 2017. 
4)  

. 
28 pp27-32 2017 

5)   1  
 

28
pp33-40 2017. 

6)  WHO mhGAP Forum
. 

28 pp41-46 2017. 
7)  SOS

. 
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28
pp47-56 2017. 

 

1) JSSC translation : Basic Law on Suicide Countermeasures. Suicide Policy Research 8-13, 
2017. 

2) JSSC translation : General Principles of Suicide Prevention Policy. Suicide Policy 
Research 16-45, 2017. 

3)      
   12 195-217. 2017. 

4) : D  
9 2017. 

1)  90
, 2017.5.13. 

2)  . 11 , 
2017.8.31. 

3) Motohashi Y: Present trend of suicide prevention policy in Japan International Forum on 
National strategy for Suicide Prevention, Scotland, 2018.3.6. 

4)  . 
76 , 2017.11.1. 

5)  . 30
2018.3.15. 

1) Kaneko Y, Sorimachi Y, Fujita K, Motohashi Y: Community profile data on suicide: a key 
tool for promoting community suicide policy. IASP, Malaysia, 2017.7.18-22.  

2) , , , ,  
. 76

2017.10.31-11.2 
3)  , , ,  

. 76 2017.10.31-11.2. 
4)   , , , , ,  , .

24  76
2017.10.31-11.2. 

5)  , Yong Roseline, , , , ,  ,  
. 76

2017.10.31-11.2. 
6)  , , , 

  . 
2017.10.7-9. 

7)  , ,  
. 76 2017.10.31-11.2 

8)  ,  . 76
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2017.10.31-11.2. 
9)  , , , ,  SOS  

. 76
2017.10.31-11.2. 

10) ,  , . 76
2017.10.31-11.2. 

11) SOS  . 30
2018.3.15. 

12)  
. 76 2017.10.31-11.2. 

13)  (3)
. 76

2017.10.31-11.2. 
14)  

(4) . 76
2017.10.31-11.2. 

 

1)   

1)  . 
2017.4.25.  

2)  10 . 1
2017.5.9. 

3)  .
2017.6.18. 

4)  . 2017.7.12. 
5)  . -

2017.11.14. 
6)  

. 29
2017.12.16. 

7)  29 . 
2018.1.27. 

8)  .
2018.2.17. 

9)  . 
2018.2.8. 

10)  . 
2018.2.14. 

11)  .
2018.2.27. 

12)  . 

Ⅱ 研 究 活 動 状 況

－ 169 －



31  

 170  

.2017.4.28.  2017.5.29 2017.7.4 2017.7.7
2017.7.24  2017.8.1 2017.8.9 2017.8.21
2017.8.23 2017.8.30 2017.9.6 2017.9.14 2017.10.5

2017.10.19 2017.10.27 2017.11.8 2017.11.10
2017.11.13 2017.11.21 2017.11.28 2017.11.30
2017.12.19 2017.12.26 2018.1.22 2018.1.29

2018.2.7 2018.2.9 2018.2.19 2018.3.2 2018.3.28 . 
13) SOS

. , 2017.11.20. 
14) SOS . 29

J-3 . , 2017.11.28. 
15) SOS .

SOS . , 2018.3.1. 
16) SOS

29 . . 2018.3.19. 
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14  
 

23

23 12
 

4  

DMHISS

 

3
 

 

DMHISS

DMHISS
 

7 12 2  
29  
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1)  NHK BOSAI measures for saving your life 2017.5.23.  
2)  

2017.8.1.  
3)  NHK BOSAI measures for saving your life 2017.10.24.  
4)  

2017.11.27.  
5)  NHK BOSAI measures for saving your life

2018.2.11.  
6)  NHK BOSAI measures for saving your life

2018.2.11.  
 

29 29 10 19  

59  
29 PTSD  

 
A 30 1 18  
B 30 2 15  

PTSD

A 86 B
131  

A 30 1 23 24  
B 30 2 6 7  

PTSD
A 54 B 62

  
HP e-learning

 
WHO PFA WHO

PFA  
PFA e-learning  

PTSD
 

 
PTSD  
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29  

 

 

 

1) Itoh M, Ujiie Y, Nagae N, Niwa M, Kamo T, Lin M, Hirohata S, Kim Y: A new short 
version of the Posttraumatic Diagnostic Scale: validity among Japanese adults with 
and without PTSD. Eur J Psychotraumatol 8 (1): 1364119, 2017.  

2) Fukasawa M, Suzuki Y, Obara A, Kim Y: Effects of disaster damage and working 
conditions on mental health among public servants 16 months after the great east 
Japan earthquake. Disaster Medicine and Public Health Preparedness, online, 2018.  

3) Kim Y, Ohnuma A: National scaling of PFA capacity throughout Japan. Psychological 
First Aid: Five Year Retrospective (2011-2016): p9, 2018.  

4) Zhang W, Ohira T, Yasumura S, Maeda M, Otsuru A, Harigane M, Horikoshi N, Suzuki 
Y, Yabe H, Nagai M, Nakano H, Hirosaki M, Uemura M, Takahashi H, Kamiya K, 
Yamashita S, Abe M, Fukushima Health Management Survey Group: Effects of 
socioeconomic factors on cardiovascular-related symptoms among residents in 
Fukushima after the great east Japan earthquake: a cross-sectional study using data 
from the Fukushima Health Management Survey. BMJ Open 23; 7 (6): e014077, 2017.  

5) Nakagami Y, Kubo H, Katsuki R, Sakai T, Sugihara G, Naito C, Oda H, Hayakawa K, 
Suzuki Y, Fujisawa D, Hashimoto N, Kobara K, Cho T, Kuga H, Takao K, Kawahara Y, 
Matsumura Y, Murai T, Akashi K, Kanba S, Otsuka K, Kato TA. Development of a 2-h 
suicide prevention program for medical staff including nurses and medical residents: a 
two-center pilot trial. J Affect Disord 30 (225): 569-576, 2017.  

6) Miura I, Nagai M, Maeda M, Harigane M, Fujii S, Oe M, Yabe H, Suzuki Y, Takahashi 
H, Ohira T, Yasumura S, Abe M. Perception of radiation risk as a predictor of mid-term 
mental health after a nuclear disaster: the Fukushima health management survey. Int 
J Environ Res Public Health 14 (9): pii: E1067, 2017.  

7) Orui M, Ueda Y, Suzuki Y, Maeda M, Ohira T, Yabe H, Yasumura S: The Relationship 
between starting to drink and psychological distress, sleep disturbance after the great 
east Japan earthquake and nuclear disaster: the Fukushima health management 
survey. Int J Environ Res Public Health, 14(10): 1281, 2017.  

8) Ueda I, Sakuma A, Takahashi Y, Shoji W, Nagao A, Abe M, Suzuki Y, Matsuoka H, 
Matsumoto K: Criticism by community people and poor workplace communication as 
risk factors for the mental health of local welfare workers after the great east Japan 
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earthquake: a cross-sectional study. PLoS One 12 (11): e0185930-, 2017.  
9) Orui M, Suzuki Y, Goto A, Yasumura S: Factors associated with maintaining the 

mental health of employees after the Fukushima nuclear disaster: findings from 
companies located in the evacuation area. Int J Environ Res Public Health 15(1): 
online, 2017.doi: 10.3390/ijerph15010053.  

10) Oe M, Maeda M, Ohira T, Itagaki S, Harigane M, Suzuki Y, Yabe H, Yasumura S, 
Kamiya K, Ohto H : Trajectories of emotional symptoms and peer relationship 
problems in children after nuclear disaster: evidence from the Fukushima health 
management survey. Int J Environ Res Public Health 15(1): 82. online, 2018. Doi: 
10.3390/ijerph15010082.  

11)
3

26(3) 182-194 2017.  
 

 
1) Takebayashi Y, Lyamzina Y, Suzuki Y, Murakami M. Risk perception and anxiety 

regarding radiation after the 2011 Fukushima uclear power plant accident: a 
systematic qualitative review. Int J Environ Res Public Health 14(11), 2017. doi: 
10.3390/ijerph14111306.  

2) Brewin CR, Cloitre M, Hyland P, Shevlin M, Maercker A, Bryant RA, Humayun A, 
Jones LM, Kagee A, Rousseau C, Somasundaram D, Suzuki Y, Wessely S, van 
Ommeren M, Reed GM: A review of current evidence regarding the ICD-11 proposals 
for diagnosing PTSD and complex PTSD. Clin Psychol Rev 58: 1-15, 2017. doi: 
10.10161j.cpr.2017.09.001. 

3)  PTSD 59(5) 441-447
2017.  

4)  PTSD 32(7) 901-907 2017.  
5)  37(2) 6-8 2018. 
6)

26(3) 206-211 2017. 
 

 

1)  PTSD
No.38 2 pp187-192 2017.  

2)     
7 pp223-228 2018. 

 

1)  29
29

pp1-3 2018  
2)   

 
29
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 29 pp5-146 2018  
3)  

27 29 pp1-8
2018  

4)   
  

 27 29
pp9-394 2018  

5)  
 27 29

pp483-488 2018  
6)  

29
29 pp1-4 2018  

7)  
29

 29 pp5-18 2018  
8)

 27 29
pp445-482 2018. 

1)  Mark S. Micale and Paul 
Lerner : Traumatic pasts. history, psychiatry and trauma in the modern age, 
1870-1930. Cambridge University Press. Cambridge, 2001. 2017.  

2) 14  
  

pp285-298 2017.  
 

 
1)  173 : 

3-30 2017.  
2)  Legato 4(3) 52-53

2017  
3)  

119 4-5 2017. 
4)

4885 51 2017. 
5)  

15(2) 95(191)-98(194) 2017. 
 

Ⅱ 研 究 活 動 状 況

－ 175 －



 

 176  
 

.  
 

1) Kim Y: Day 1, Presentations by community mental health working group. Asian 
Consortium of National Mental Health Institutes 2nd Annual Meeting and Frontiers 
in Mental Health Symposium (FMHS) 2018, Singapore, 2018.3.5. 

2) Suzuki Y, Maeda M: Mental health after the Fukushima nuclear power plant accident: 
from research to implementation. The 21st World Congress of Epidemiology. 
Epidemiology of mental health after disasters: from research to implementation, 
Saitama, 2017.8.19-22.  

3) Suzuki Y: Build back better: including mental health service in community recovery 
after the great east Japan earthquake. Universal Health Coverage forum 2017 side 
event: Models to include Mental Health Services into Universal Health Coverage. 
Department of Mental Health, University of Tokyo, Tokyo, 2017.12.12.  

4)  PE 16
B-3 2017.6.11.  

5)  PTSD 113 12
2017.6.22.  

6)  PTSD 113
66 2017.6.24.  

7)  3 PTSD 29
2017.9.8. 

8)  S -3 PTSD 40
2017.10.20.  

9)
PTSD 16

2017.6.10-11. 
10) , 

76

2017.10.31-11.2.  
11) 28

2018.2.3.  
12)  16

A-3 PTSD
2017.6.11. 

 

1)  PTSD PE 16
2 2017.6.9.  

2)

113 2017.6.22-24.  
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.  
1) Kim Y: Prolonged exposure therapy for PTSD. Prolonged exposure therapy for PTSD, 

Korea, 2017.7.6.  
2) Kim Y: Prolonged Exposure Therapy for PTSD. Psychological correspondence on 

PTSD. Korea, 2017.9.21. 
3)  PTSD 2017.6.14.  
4)  

2017.6.29.  
5)  

2017.7.3.  
6)  1 29

2017.7.4.  
7)  PTSD PE

2017.7.26.  
8)  PTSD 2017.11.20.  
9)  PTSD 9 2018.2.8.  
10)  29

2017.9.9. 
11) . , 2018.3.17. 
12) PFA 2017.10.23.  
13) PFA 2017.10.27. 

 

 

1) Kim Y: International Society for Traumatic Stress Studies  
2) Kim Y: Global Committee, International Traumatic Stress Studies  
3)   
4)   
5)   
6)  
7)   

 

1)  B-3
16 2017.6.11. 

2) 16
2017.6.10-11. 

3)  O1 E8~13 58
2017.6.16. 

1) Kim Y: Cognitive Neuropsychiatry, editorial board member 
2) Kim Y: European Journal of Psychotraumatology, editorial board member 
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3) Kim Y: Disaster Health, editorial board member 
4) Kim Y: Psychiatry and Clinical Neuroscience, field editor 
5) Suzuki Y: International Journal of Mental Health System, editorial board member 
6)   
7)  

 
.  

1)  29 29
2017.10.19. 

2)  29 PTSD A 2018.1.18 
3)  29 PTSD A 2018.1.23-24. 
4)  29 PTSD B 2018.2.6-7. 
5)  29 PTSD B 2018.2.15. 
6)  54  

2017.9.27-28.
 

1) Suzuki Y: Mental health services and psychosocial support after the great east Japan 
earthquake. 29  

2017.6.5-9. 
2) Suzuki Y: Review and evaluation of the program part 1. The program for international 

promotion of Japan’s health care technologies and service in 2017. Training for 
children’s mental health in disaster-affected area, Republic of Philippines, Okinawa: 
2017.12.4-5.  

3) The psychological support and trauma healing for child and adolescents in 
disaster International Expert Invitation Seminar of Ansan mental health trauma 
center in the 1st Half of 2017, 2017.6.22-23. 

4)  PE 14 Prolonged Exposure Therapy for Chronic PTSD4
2017.5.1. 

5)  PTSD ASD 29 PTSD
A 2018.1.18. 

6)  PTSD PE 29 PTSD
A 2018.1.18. 

7)  WHO PFA
29 PTSD A 2018.1.18. 

8)  PTSD 29 PTSD A
2018.1.23-24. 

9)  PTSD 29 PTSD A
2018.1.23-24. 

10)  PTSD   1 4 29 PTSD
A 2018.1.23-24.  

11)  PTSD 29 PTSD B
2018.2.6-7. 

12)  PTSD 29 PTSD B
2018.2.6-7. 
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13)  PTSD   1 4 29 PTSD
B 2018.2.6-7.  

14)  PTSD ASD 29 PTSD
B 2018.2.15. 

15)  PTSD PE 29 PTSD
B 2018.2.15. 

16)  WHO PFA
29 PTSD B 2018.2.15.  

17) 29
2017.7.4.  

18)

29 2017.8.9-10.  
19) 29 29 2

2017.8.17.  
20)

2017.9.14.  
21) 54  

2017.9.27.  
22)

2017.10.5. 
23) 29 29

2017.10.19.  
24) 29

2017.11.16.  
25) 29

2017.12.2-3.  
26)

2017.12.8.  
27) 29

MHFA J 2018.2.7-8. 
28)

2018.2.13.  
29) WHO PFA

WHO PFA 2017.6.17.  
30) 29

I 2017.6.30.  
31) CFS Child Friendly Spaces

29  CFS Child Friendly Spaces 2017.9.18.  
32)

2017.10.28.  
33) 29 PTSD  

A 2018.1.24.  
34) 29 PTSD  

B 2018.2.7.  

Ⅱ 研 究 活 動 状 況

－ 179 －



 

 180  
 

 
.  
1) Kim Y: GACD (Global Alliance for Chronic Diseases) mental health joint peer review 

meeting. South Africa, 2017.9.2-7. 
2) Kim Y: Perspective in evidence-based mental health disaster response and 

preparedness ~towards effective internatinal cooperation~. World Bosai forum, Miyagi, 
2017.11.27. 
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平成 29 年度研修報告 

 
研究所事務室 

 
 精神保健研究所における研修は、国、地方公共団体、精神保健福祉法第 19 条の規定による
指定病院等において精神保健の業務に従事する医師、保健師、看護師、作業療法士、臨床心
理業務に従事する者、精神科ソーシャルワーカー等を対象に、精神保健技術者として必要な
資質の向上を図ることを目的として、精神保健各般にわたり必要な知識及び技術の研修を行
うものである。平成 29 年度には、 発達障害地域包括支援研修：早期支援、発達障害支援医
学研修（2回）、摂食障害治療研修、地域精神科モデル医療研修プレセミナー、多職種による
包括型アウトリーチ研修、医療における個別就労支援研修、薬物依存臨床医師研修、薬物依
存臨床看護等研修、自殺対策・相談支援研修、発達障害地域包括支援研修：精神保健・精神
医療、精神保健指導課程研修、司法精神医学研修、認知行動療法の手法を活用した薬物依存
症に対する集団療法研修、摂食障害看護研修、の計 15 回の研修を合計 801 名に対して実施し
た。  

Ⅲ 研 修 実 績

－ 181 －
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主　任
副主任

（第12回） 神尾　陽子
67 高橋　秀俊
組 石飛　信

（第23回） 稲垣　真澄
60 加賀　佳美

北　洋輔

（第15回） 安藤　哲也
50 菊地　裕絵

≪地域精神科モデル医療研修シリーズ≫ （第1回） 藤井　千代
40 佐藤さやか

山口　創生

（第15回）
40

（第5回）
20

（第31回) 松本　俊彦
20 舩田　正彦

嶋根　卓也
近藤あゆみ

（第19回）
30

(第2回) 反町　吉秀
100

（第10回） 神尾　陽子
67 高橋　秀俊
組 石飛　信

（第54回） 山之内芳雄
鈴木友理子

　第一部 　第一部
　9月27日（水）～28日（木） 　メンタルケアの初期対応のリーダーになる
　第二部 　第二部
　9月28日（木）～29日（金） 　データを活用し身近な施策を組み立てる

（第12回） 安藤久美子
50 菊池安希子

河野　稔明

（第14回） 安藤　哲也
50 菊地　裕絵

（第9回） 松本　俊彦

100 舩田　正彦
嶋根　卓也
近藤あゆみ

平成30年 （第24回） 稲垣　真澄
60 加賀　佳美

北　洋輔

※推薦状
が必要な
研修

10月26日（木）～11月16日
（木）

（11月30日（木））
無料

1月24日（水）～25日（木） 発達障害支援医学研修

9月19日（火）～20日（水） 自殺対策・相談支援研修

8月28日（月）～9月19日（火） ¥18,000

10月24日（火）～25日（水） 司法精神医学研修

9月4日（月）～9月25日（月） ¥18,000

6月30日（金）～7月21日
（金）

（8月4日（金））

11月13日（月）～15日（水）
認知行動療法の手法を活用した

薬物依存症に対する
集団療法研修

11月8日（水）～10日（金） 摂食障害看護研修

無料

7月18日（火）～8月8日（火）

全日
￥18,00
0 各部

40

8月30日（水）～9月1日（金）

9月5日（火）～8日（金） 6月26日（月）～7月18日（火）

8月14日（月）～9月4日（月） ¥12,000

7月10日（月）～8月3日（木） 無料

9月27日（水）～28日（木）
発達障害地域包括支援研修：

精神保健・精神医療

6月19日（月）～7月10日（月）

9月27日（水）～29日（金） 精神保健指導課程研修（二部制）

各部
￥12,00
0

¥24,000

薬物依存臨床医師研修

薬物依存臨床看護等研修

¥6,000

多職種による包括型アウトリーチ研修

医療における個別就労支援研修

¥18,000

6月19日（月）～7月10日（月） ¥24,000

7月5日（水）～6日（木） 発達障害支援医学研修

6月19日（月）～7月10日（月）

4月6日（木）～4月27日（木）
（5月12日（金））

8月29日（火）～9月1日（金） 摂食障害治療研修

8月29日（火） 地域精神科モデル医療研修プレセミナー

3月24日（金）～4月14日
（金）

（4月25日（火））
無料

6月15日（木）～16日（金）
発達障害地域包括支援研修：

早期支援

無料

平成29年度精神保健に関する技術研修課程 実施計画表

研　修　日　程 課　程　名

申込み方法
申込み期間

（センター書類必着日）
受講料

定

員

自殺総合
対策推進ｾ
ﾝﾀｰの担当
する研修

WEB
自治体
推薦
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/

4 MPI-NCNP

C

Lurasidone ELICE-BD
6

/

AMED

NDB  

NDB  

NDB

C

AMED

B

AMED

 
AMED

NCD DPC
 ICT

AMED

C

3

IV. 29
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AMED

AMED

B

3
PD

20
A

C

/

AMED

AMED

C

AMED

NDB  

NDB  

NDB

fMRI

S-8117  
-204

naldemedine 3 
 S-8117  

 
-235
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S-877503
3 1522A3132

 
-294

S-877503
3   

1523A3133

 
-295

S-877489
1412A3231

 
-260

AMED

HIV
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A

JST

C

 
B

/QOL

/QOL

 
C

A Study on Rihgts-based Self-learning Tools to
Promote Mental Health, Well-Being &
Resilience after Disasters

PTSD

PTSD

PTSD

 PTSD

 -
C

 

 

 

 

 

 -

PTSD

PTSD

WHO
B

PTSD

PTSD

PTSD

PTSD

C
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NC-2800

Negative Valence Systems

PTSD C

C

C

NC-2800

C

PTSD C

C

NMDA B

C

PTSD C

C

-

/

C

Riluzole

B

QOL

B

C

C

A

C

B

B
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B

 

C

AMED

B

B

B

C

feasibility C

feasibility C

C

C

C

B

B

AMED

29

 

 

 A study on rihgts-based self-learning tools to
promote mental health, well-being & resilience
after disasters

 PTSD

 29

 29 PTSD

PTSD

 

 

 -
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